
町 勢 要 覧 資 料 編 
 

 

（平成 23 年度版） 

 

 

地  勢     面  積     位  置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
島
は
大
島
本
島
の
東
北
端
、
北
緯
二
十

八
度
十
九
分
、
東
経
一
三
〇
度
〇
〇
分
の
地

点
に
あ
っ
て
、
鹿
児
島
か
ら
三
八
〇
㎞
、
奄

美
市
か
ら
六
十
九
㎞
の
洋
上
に
あ
る 

 

総
面
積
五
十
六
・
九
四
㎢
で
三
十
九
．五
％

に
あ
た
る
二
十
二
・
五
〇
㎢
が
耕
地
、
十
八
・

九
％
の
一
〇
・
七
四
㎢
が
林
野
面
積
で
あ
る
。 

 

本
島
は
南
南
西
か
ら
北
東
に
長
く
十
四

㎞
、
南
北
の
最
長
七
・
七
五
㎞
、
周
囲
四
十

八
・
六
㎞
で
あ
る
。 

 

集
落
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
展
開
し
各
集
落

の
背
部
は
農
耕
地
と
な
り
、
東
南
か
ら
南
北

に
走
る
百
之
台
丘
陵
に
連
な
っ
て
い
る
。
概
し

て
平
坦
な
島
で
あ
り
、
河
川
と
い
う
河
川
は

な
く
、
島
の
大
半
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
。 



目 次 

◆人口の推移 ◆年齢５ 歳階級人口・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １  

◆産業別就業人口 ◆人口の動き・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ２  

◆集落別人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ３  

◆喜界島の気象 ◆専・兼業別農家戸数・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ４  

◆農産物生産額 ◆農業粗生産額順位表・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ４  

◆畜産生産額  ◆漁船の使用状況・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ５  

◆学校別児童生徒数 ◆喜界高等学校生徒数・・・・・・・・・・・・・Ｐ ５  

◆幼稚園園児数 ◆中学校卒業生の進路状況 ◆中央公民館利用状況・・Ｐ ６  

◆町指定文化財 ◆県指定文化財・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ７  

◆図書館の蔵書数・貸出数の状況 ◆国民年金加入状況・・・・・・・・Ｐ ８  

◆国民年金拠出制年金及び福祉年金の受給状況 ◆生活保護受給状況・・Ｐ ８  

◆雇用保険受給者等の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ９  

◆保育所の状況◆児童手当の支給状況◆老人クラブ加入状況◆郵便局数・Ｐ ９  

◆郵便物取扱件数 ◆入込客数・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ０  

◆経営耕地面積◆喜界事務所管内の農業農村整備事業の整備率の経緯・Ｐ １ ０  

◆道路状況 ◆町営住宅構造別建造数 ◆港湾・漁港・・・・・・・・Ｐ １ １  

◆大島地区消防組合喜界分署職員数・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ２  

◆非常備消防団員数及び消防機器の状況・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ２  

◆火災発生件数 ◆派出所・駐在所の状況 ◆交通事故発生の推移・・Ｐ １ ２  

◆歴代町村長 ◆近年の選挙状況・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ３  

◆議員 ◆宿泊施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ４  

◆平成２ ０ 年度一般会計歳入予算額、歳出予算額・・・・・・・・・・Ｐ １ ５  

◆平成１ ９ 年度一般会計歳入歳出決算額・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ６  

◆平成１ ９ 年度特別会計歳入歳出決算額・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １ ６  



- 1 -

◆人口の推移【平成 22年国勢調査】

◆年齢 5歳階級人口【平成 23年 3月末現在】 資 料：住民課
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◆産業別集合人口〔平成 17年国勢調査〕

◆人口の動き
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◆集落別人口及び世帯数

資 料：住民課〔平成 23年 3月末日現在〕

区分

集落名

湾 664 1,472 723 749

赤 連 607 1,267 638 629

中 里 331 757 367 390

荒 木 266 556 276 280

手 久 津 久 85 175 80 95

上 嘉 鉄 西 87 174 91 83

上 嘉 鉄 中 57 135 62 73

上 嘉 鉄 東 80 147 70 77

先 山 56 121 61 60

浦 原 66 114 60 54

川 嶺 122 190 107 83

羽 里 65 113 53 60

山 田 14 21 7 14

城 久 47 92 47 45

滝 川 27 40 18 22

島 中 43 71 29 42

池 治 57 106 49 57

中 間 25 47 21 26

先 内 17 32 18 14

中 熊 33 63 27 36

大 朝 戸 39 65 31 34

西 目 11 19 9 10

坂 嶺 75 134 63 71

伊 砂 25 46 19 27

伊 実 久 64 110 48 62

前 金 久 81 155 66 89

神 宮 134 240 100 140

志 戸 桶 東 126 273 126 147

志 戸 桶 南 130 279 135 144

佐 手 久 111 234 136 98

塩 道 90 192 100 92

早 町 74 147 67 80

白 水 52 100 51 49

嘉 鈍 63 124 56 68

阿 伝 43 87 40 47

蒲 生 24 39 17 22

花 良 治 82 127 61 66

喜 界 園 78 78 7 71

計 4,051 8,142 3,936 4,206

世帯数
総　数 男 女

人　　　口（人）
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◆喜界島の気象 〔2000 年～ 2010 年 10 年間〕

資 料：気象庁

◆専・兼業別農家戸数の推移 〔資 料：2010 年農林業センサス〕

◆農業粗生産額順位表（平成 22年）

資料：奄美群島の概況（平成 21年度版）

 区分 年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成７年 平成１２年 平成１７年平成２２年

専業農家 205 198 431 420 381 363 345

600 564 319 203 148 102 76

251 337 221 223 200 137 142

851 901 540 426 348 239 218

1056 1099 971 846 729 602 563

１　種

２　種

小　計

兼
　
業

農家総数

　項目
月別　 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計・平均

最高気温 ℃ 18.4 19.2 20.4 22.9 25.9 28.1 31.6 31.9 30.6 27.9 24.1 20.4 25.1

最低気温 ℃ 12.7 13.2 14.0 16.5 19.8 23.2 26.0 25.9 24.6 22.0 18.3 14.5 19.2

平均気温 ℃ 15.6 16.2 17.2 19.7 22.7 25.4 28.4 28.5 27.4 24.7 21.1 17.4 22.0

雨　　　量 ㎜ 127.2 107.4 171.5 164.4 199.8 284.9 125.9 148.9 171.1 153.6 138.3 97.0 1,890.0

〔2010年月ごとの値〕

　項目
月別　 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計・平均

最高気温 ℃ 18.5 19.5 21.3 22.6 25.1 27.6 30.5 31.7 30.7 27.8 22.8 19.7 24.8

最低気温 ℃ 11.8 13.9 14.8 17.6 20.1 23.3 25.3 26.2 24.8 21.9 17.1 13.6 19.2

平均気温 ℃ 15.3 16.7 18.0 19.7 22.4 25.1 27.7 28.6 27.5 24.6 20.1 16.6 21.9

雨　　　量 ㎜ 78.5 132.5 157.5 186.5 140.0 249.5 317.5 156.0 70.0 291.5 141.5 74.0 1,995.0

作物名 粗生産額 構成比

1 さとうきび 198 73.4%

2 肉 用 牛 40 14.8%

3 き く 5.5 2.1%

4 ゴ マ 12 4.4%

5 ト マ ト 3.4 1.3%

6 露地メロン 1.3 0.5%

7 黒 糖 2 0.7%

8 マ ン ゴ ー 4.9 1.8%

9 豚 0.3 0.1%

10 タ ン カ ン 2.4 0.9%

269.8 100.0%

産業振興課
〔単位：1,000万円〕

計
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◆漁船の使用状況

◆学校別児童生徒数 〔平成 23年 5月 1日〕

◆喜界高等学校生徒数 〔平成 23年 5月 1日現在〕

１ｔ未満 １ｔ～３ｔ ３ｔ～５ｔ ５ｔ以上計(漁家）
2 7 16 2 27

資料：2008年漁業センサス

男 女 計

湾 小 学 校 14（2） 24 153 142 295
上 嘉 鉄 小 学校 4 11 17 14 31
坂 嶺 小 学 校 3 8 5 7 12
荒 木 小 学 校 4 10 21 10 31
滝 川 小 学 校 2 6 2 4 6
早 町 小 学 校 5 11 21 21 42
志 戸 桶 小 学校 5 12 26 19 45
小 野 津 小 学校 3 8 13 7 20
阿 伝 小 学 校 3 7 5 4 9

計 ４3（2） 97 263 228 491
喜界第一中学校 7（１） 19 92 78 170
喜界第二中学校 3 12 11 12 23
早 町 中 学 校 4(1) 13 31 36 67

計 １4（2） 44 134 126 260
（　）は特殊学級再掲　　資料：学校基本調査

児　童　生　徒　数
学校名

小
　
学
　
校

中
 

学
 

校

学級数 教職員数

男 女 計

普通科 3 58 53 111
商業科 3 49 57 106

資料：喜界高等学校

30

科　別 学級数
生　　徒　　数

教職員数
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◆幼稚園園児数 〔平成 23年 5月 1日現在〕

◆中学校卒業生の進路状況 〔平成 23年 5月 1日現在〕

◆中央公民館利用状況 〔平成 22年度〕

男 女 計

湾 幼 稚 園 5 8 53 36 89
荒 木 幼 稚 園 1 1 4 1 5
上嘉鉄幼稚園 1 1 5 1 6
早 町 幼 稚 園 1 1 1 2 3
志戸桶幼稚園 1 1 7 2 9
小野津幼稚園 1 1 0 3 3

計 10 13 70 45 115
資料：学校基本調査

※阿伝・坂嶺,滝川幼稚園は休園中

園　名 学級数 教職員数
児　　童　　数

区分 就　職 訓練専修

年度 計 男 女 進学者 各種学校

122 68 54 118 1 0 2 2 96.7%

134 47 87 127 4 0 0 3 94.8%

129 63 66 125 0 1 0 3 96.9%

114 61 53 108 2 1 0 3 94.7%

119 62 57 113 1 0 0 5 95.0%

91 43 48 90 1 0 0 0 98.9%

99 50 49 97 2 0 0 0 98.0%

97 39 58 94 3 0 0 0 96.9%

78 41 37 77 0 1 0 0 98.7%

95 49 46 93 1 0 0 1 97.8%

91 42 49 91 0 0 0 0 100.0%

90 44 46 89 0 0 0 1 99.0%

74 41 33 74 0 0 0 0 100.0%

　　 　　　　　　　資料：学校基本調査

就職者

平成１４年度

平成１３年度

平成２2年度

平成１９年度

平成２1年度

平成１７年度

平成１８年度

平成２3年度

その他 進学率

平成１６年度

平成１５年度

卒業者総数
進学者

平成１０年度

平成１１年度

平成１２年度

件・人数

種別

コミュニティーホール 29 534

団 体 室 159 1,453

印 刷 室 144 157

調 理 室 19 207

加 工 室 11 70

礼 法 室 157 1,524

第 一 会 議 室 25 373

第 二 会 議 室 20 208

第 三 会 議 室 10 157

旧 館 社 教 室 285 2,137

旧 館 ホ ー ル 282 5,647

歴 史民族資料室 136 639

計 1,277 13,106

件　数 利用人数
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◆町指定文化財 資 料：教育委員会
種別 名　称 所在地 備考

1 有形文化財 御神体 伊実久 秀 島 啓 昭和４ ６． １０ ．１ 厳島神社

2 〃 能面 塩道 廻 猛 〃 高 千 穂 神 社

3 〃 香爐 山田 泉 サ エ 〃

4 〃 香爐 湾 林 文 仁 〃

5 〃 古帖佐焼 志戸桶 稲 崎 千 代 子 〃

6 〃 須恵器 志戸桶 富 山 国 則 〃

7 〃 〃 羽里 龍 田 幹 男 〃

8 〃 経石 赤連 中 央 公 民 館 〃

9 民俗文化財 草子・玉 志戸桶 我 原 忠 心 昭和４ ６． １０ ．１

10 〃 羽衣（ノロ神具） 花良治 栗 島 善 次 郎 〃

11 有形文化財 糖漏 塩道 早 町 小 学 校 〃

12 民俗文化財 ノロ神具一式 塩道 〃 〃

13 〃 石像 大朝戸 秋 山 荘 義 〃

14 〃 かめ桶 赤連 中 央 公 民 館 〃

15 〃 厨子がめ 赤連 〃 〃

16 〃 ノロ神具一式 大朝戸 新 山 林 〃

17 有形文化財 火縄銃・煙硝入れ 川嶺 伊 地 知 秀 〃

18 〃 薬篭 滝川 滝 元 シ ナ 〃

19 〃 刀・銅鏡 佐手久 坂 本 明 昭和４ ７． ４． ２４

20 〃 槍 塩道 早 町 小 学 校 〃

21 天然記念物 ソテツ群生 中間 基 彰 〃

22 〃 ソテツ群生 中間 喜 園 睦 〃

23 古文書 大屋子の辞令書 志戸桶 孝 野 武 志 昭和６１．１０．１７

24 記念物 芭蕉句碑 志戸桶 近 井 修 平 成 ５ ． ７ ． ２ ９

25 民俗文化財 水瓶 志戸桶 都 忍 平成１ ２． ３． ２１

26 有形文化財 銅鏡 川嶺 伊 地 知 モ ト 〃

27 民俗文化財 菓子型 佐手久 米 田 信 夫 〃

28 有形文化財 帳箱及び帳簿一式 坂嶺 坂 嶺 集 落 区 長 〃

29 民俗文化財 陶器 島中 本 多 輝 男 〃

30 有形文化財 銅鏡 湾 林 文 仁 〃

31 〃 掛軸 湾 林 文 仁 〃

32 〃 古文書一式 阿伝 阿 伝 集 落 区 長 〃

33 天然記念物 ヒメタツナミソウ自生地 大朝戸・西目
界 田 重 治
林 脩 三

平成１ ４． ３． １４

34 〃 ヒメタツナミソウ自生地 滝川 嶺 茂 彦 〃

35 〃 巨大ソテツ生息地 嘉鈍 竹 内 平 〃

36 〃 ヒロハネム生息地 川嶺 伊 地 知 モ ト 〃

37 〃 ハスノハギリ生息地 志戸桶 外 内 栄 高 〃

38 記念物　史跡 奉安殿 坂嶺 坂 嶺 小 学 校 平成１ ４． ３． １２

39 〃 奉安殿 阿伝 阿 伝 小 学 校 〃

40 有形文化財 糖漏 阿伝 〃 〃

41 記念物　史跡 ウリガー 荒木 重 野 豊 一 〃

42 〃 戦闘指揮所跡 中里 野 間 直 忠 〃

43 〃 ウリガー 先内 片 倉 晶 子 平成１ ５． ３． １２

44 天然記念物 ヒメタツナミソウ自生地 城久 城 久 集 落 区 長 平成１ ６． ９． ２２

45 有形文化財 「五つのカメ」の3点 赤蓮 中 央 公 民 館 平成１ ８． ９． ２６

46 天然記念物 ガジュマル群 手久津久 南 道 子 平成２０．１０．２３

47 天然記念物 アカテツ群 阿伝 阿 伝 区 長 〃

48 史跡 城久遺跡群 城久 喜 界 町 平成２ １． ２． １７

◆県指定文化財
種別 名　称 所在地 備考

1 有形民俗 喜界島のノロ関係資料 赤蓮 中 央 公 民 館 平成１ ８． ４． ２１

所有者・管理団体 指定年月日

所有者・管理団体 指定年月日
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◆図書館の蔵書数・貸出数の状況 〔平成 23 年 3 月末現在〕

◆国民年金加入状況

◆国民年金拠出制年金及び福祉年金の受給状況〔平成 22年度〕

◆生活保護受給状況 〔平成 22年度累計〕

総　記 哲　学 歴　史 社会科学自然科学 技　術 産　業 芸　術 言　語 郷土資料 文　学 絵　本 視聴覚資料 紙芝居その他 計

1,142 1,441 3,099 4,400 4,530 3,525 1,868 4,706 868 2,860 20,922 9,278 727 918 60,284

年間貸出数

74,378冊

移動図書館

9,124冊　　　　9校　　（年５回）  　通算45回実施

分類別蔵書数

区分　

　年度 第１号 任意 第３号 計 法定免除 申請免除 計

平成９年度 1,577 24 606 2,207 148 727 875 112,694

平成１０年度 1,601 25 606 2,232 159 738 897 114,167

平成１１年度 1,690 19 593 2,302 159 792 951 114,110

平成１２年度 1,694 20 611 2,325 158 834 992 105,837

平成１３年度 1,665 21 614 2,300 151 712 863 99,958

平成１４年度 1,675 22 604 2,301 158 323 481 95,317

平成１５年度 1,656 21 603 2,280 156 301 457 96,428

平成１６年度 1,641 20 584 2,245 152 425 577 93,408

平成１７年度 1,632 29 578 2,239 151 411 562 95,550

平成１８年度 1,638 32 574 2,244 151 489 640 95,094

平成１９年度 1,610 35 536 2,181 143 467 610 95,353

平成２０年度 1,553 38 524 2,115 137 420 557 94,302

平成２1年度 1,483 34 504 2,021 137 397 534 90,512
平成２2年度 1,440 30 494 1,964 139 392 531 91,140

　資料：住民課

被保険者数４月１日現在(人) 保険料免除者数(人) 保険料徴収額
(千円)

老 齢 年 金 1,399,022

障 害 年 金 213,449

老 齢 福 祉 年 金 1,623

遺 族 年 金 18,121

合　　計 1,632,215

〔単位：千円〕

区　分 生活扶助 住宅扶助 教育扶助 医療扶助 介護扶助 出産扶助 生業補助 葬祭扶助

世帯数 1,257 501 48 1,386 387 0 18 3

人　数 1,615 675 108 1,613 387 0 19 3

金額（千円） 72,345 5,186 1,035 177,012 5,330 0 210 706
資料：住民課
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◆雇用保険受給者等の状況

◆保育所の状況 〔平成 23年 4月 1日現在〕

◆児童手当の支給状況 〔平成 22 年度〕 ◆老人クラブ加入状況 〔平成 22 年度〕

◆郵便局数

区分＼年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２2年度

受給者数(延) 480 150 122 420 511

支給額(千円) 53,796 77,027 57,164 40,660 56,392

資料：住民課

１・２歳児 ３歳児 ４歳児以上 計 所長 保育士 調理員等 計

ひ ま わ り 第 一 保 育 園 35 25 27 87 1 15 9 25

ひ ま わ り 第 二 保 育 園 10 8 12 30 0 5 2 7

計 45 33 39 117 1 20 11 32

資料：保健福祉課

区　　　　分
児　　童　　数 職　　員　　数

校区／区分 クラブ数 会員数

湾（羽里，山田含む） 11 510
荒 木 3 157
上 嘉 鉄 6 203
阿 伝 3 100
早 町 5 235
志 戸 桶 3 161
小 野 津 2 116
坂 嶺 4 144
滝 川 3 68

合　　計 40 1,694
資料：保健福祉課

区　　分 受給者数 支給額（千円）

子 ど も 手 当 666 117,741
児 童 手 当 462 10,075
特別児童扶養手当 9 3,517
児 童 扶 養 手 当 127 54,932

資料：保健福祉課

5 1 5 11 29
資料：喜界郵便局

簡易局 総数 ポスト数郵便局 集配センター
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◆郵便物取扱件数（喜界局、坂嶺局、上嘉鉄局、小野津局、早町局） 〔平成 22 年度〕

◆入込客数 〔単位：人〕

◆経営耕地面積 〔資 料：農林業センサス〕

◆喜界事務所管内の農業農村整備事業の整備率の経緯 〔平成 23年 3月 31日現在〕

普通 速達 書留類 年賀 普通 特殊取扱

通数 137,955 4,516 14,328 116,716 21,563 4,155
　　　　　　　　　郵便事業（株）名瀬支店

ゆうパック通常郵便
種別

平成１５年 平成１６年平成１７年平成１８年平成１９年平成２０年平成２1年 平成２2年

61,448 59,511 64,168 61,461 61,885 57,233 56,443 54,152

資料：奄美群島の概況

農家戸数 農家１戸
（戸） 総面積 田 畑 樹園地 当り(ha)

昭和５５年 1,056 1,852 7 1,845 － 1.75

昭和６０年 1,099 1,858 0.5 1,857 － 1.69

平成　２年 971 1,762 0.7 1,761 － 1.81

平成　７年 846 1,717 1 1,700 16 2.03

平成１２年 729 1,825 1.2 1,799 24 2.50

平成１５年 790 2,120 0 2,000 35 2.68

平成１7年 602 1,763 0.3 1,749 14 2.93

平成22年 563 1,922 - 1,907 15 3.41

区分 

 年

経営耕地面積(ha)

要整備量 整備済量 整備率 備考 要整備量 整備済量 整備率 備考 要整備量 整備済量 整備率 備考

H元 2,274.0 70.3 3.0% 2,089.0 1,303.5 62.3% 412.0 0.0%
H２ 2,274.0 70.3 3.0% 2,089.0 1,350.6 64.6% 412.0 0.0%
H３ 2,274.0 66.0 2.9% 2,274.0 1,728.0 75.9% 412.0 226.8 55.0%
H４ 2,274.0 81.0 3.5% 2,274.0 1,775.0 78.0% 412.0 235.5 57.1%
H５ 2,274.0 100.0 4.3% 2,274.0 1,820.8 80.0% 412.0 242.6 58.8%
H６ 2,274.0 108.2 4.7% 2,274.0 1,864.3 81.9% 412.0 247.0 59.9%
H７ 1,860.0 109.0 5.8% 2,200.0 1,902.0 86.4% 370.0 248.8 67.2%
H８ 1,860.0 113.0 6.0% 2,200.0 1,926.0 87.5% 370.0 253.0 68.3%
H９ 1,860.0 117.0 6.2% 2,200.0 1,948.0 88.5% 370.0 253.0 68.3%
H１０ 1,860.0 131.0 7.0% 2,200.0 1,951.0 88.6% 370.0 256.0 69.1%
H１１ 1,860.0 188.0 10.1% 2,200.0 1,996.0 90.7% 370.0 257.0 69.4%
H１２ 1,860.0 204.0 10.9% 2,305.0 2,007.0 87.0% 370.0 257.0 69.4%
H１３ 1,860.0 295.0 15.8% 2,310.0 2,018.0 87.3% 370.0 257.0 69.4%
H１４ 1,860.0 435.0 23.3% 2,310.0 2,035.0 88.0% 370.0 257.0 69.4%
H１５ 1,860.0 611.0 32.8% 2,310.0 2,083.0 90.1% 370.0 264.0 71.3%
H１６ 1,860.0 825.0 44.3% 2,310.0 2,099.0 90.8% 370.0 270.0 72.9%
H１７ 1,860.0 984.0 52.9% 2,500.0 2,116.0 84.6% 370.0 277.0 74.8%
H１８ 1,860.0 1,144.0 61.5% 2,500.0 2,134.6 85.3% 370.0 279.0 75.4%
H１９ 1,860.0 1,328.9 71.4% 2,500.0 2,143.5 85.7% 370.0 281.2 76.0%
H２０ 2,120.0 1,525.3 71.9% 2,500.0 2,145.4 85.8% 370.0 287.8 77.7%
H２１ 1,860.0 　1,610,5 86.5% 2,500.0 2,155.0 86.2% 370.0 298.0 80.5%
H２２ 1,860.0 1,689.0 90.8% 2,500.0 2,155.0 86.2% 370.0 308.0 83.2%

年度
畑地かんがい（ha） 区画整理（ha） 農道（km）
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◆道路状況 〔平成 23年 3月 31日現在〕

◆町営住宅構造別建造数 〔平成 23年 3月 31日現在〕

◆港湾・漁港 〔平成 23年 3月 31日現在〕

区分 　道　路 　改良済 　未改良 　舗装済

種別 　総延長　ｍ 　延　長　ｍ 　延　長　ｍ 永久橋　ｍ 木　橋 　総延長　ｍ

39,794 36,314 3,480 91.3 8基（29ｍ） 0 39,794

228,634 106,679 120,055 46.7 87 0 158,591

資料：建設課

町　　　道

改良率　％
橋　　　梁

県　　　道

木造 簡易耐火 耐火 簡二 木造二階

新公営住宅 43 10 0 0 0 33
旧公営住宅 236 22 154 25 31 4
奄振住宅 12 0 12 0 0 0

特定公共賃貸住宅 4 0 0 0 0 4
計 295 32 166 25 31 41

資料：建設課

区　　分 総　　数
構　　　　造　　　　別

泊　地　㎡ 防波堤　ｍ 護岸　ｍ 物揚場　ｍ 船揚場　ｍ 岸壁　ｍ

喜 界 島 港
上嘉鉄地区

地方港湾 8,483 358 239 100 15 -

喜 界 島 港
浦 原 地 区

〃 6,061 270 891 50 15 -

喜 界 島 港
手久津久地区

〃 8,345 470 221 50 15 -

喜 界 島 港
志戸桶地区

〃 4,916 510 - 50 15 -

喜 界 島 港
花良治地区

〃 - - 322 - 2 -

湾 港 〃 88,937 1,210 907 371 20 453

早 町 漁 港 第４種 127,675 1,089.5 1,270.5 52 25 765

荒 木 漁 港 第１種 8,641 376.1 108.1 104 19 -

小野津漁港 〃 7,887 290.9 521.5 151.2 15 -

資料：建設課

施　　　　　　　　　　　　　　　　設

港
　
　
湾

漁
　
港

港　　　名 種別
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◆大島地区消防組合喜界分署職員数 〔平成 23年 4月 1日現在〕

◆非常備消防団員数及び消防機器の状況 〔平成 23 年 4 月 1 日現在〕

◆火災件数 〔単位：㎡，千円〕

◆派出所・駐在所の状況

◆交通事故発生の推移

総　数 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士

15 1 6 3 3 2

分　団 部　長 団　員

中　央 2 11 3 3 0 0 67 37

荒　木 1 7 0 1 1 0 12 8

上嘉鉄 1 8 1 0 0 0 44 15

阿　伝 1 7 0 1 1 0 13 8

早　町 1 9 1 0 0 0 15 16

志戸桶 1 7 0 1 1 0 20 11

小野津 1 6 0 1 1 0 21 11

坂　嶺 1 5 0 1 1 0 21 16

滝　川 1 4 0 1 1 0 10 6

特　警 1 0 0 0 0 1 0 0

計 11 64 5 9 6 1 223 128

資料：大島地区消防組合 喜界消防分署

班　長

消　防　機　器

小型動力
ポ　ン　プ

小型動力
ポ　ン　プ　付
積　載　車

広報車 消火栓
防　火
水　槽

消　防
自動車

2

2

2

2

2

21

1

1

1

1

1

11

1

1

2

2

1

1

2

2

2 3

団　　　員　　　数

団　長 副団長 分団長

1 2 10

副分団長

建　　　　　物 3 3 3 7 2 2 3 2 3 3 2 2

車　　　　　両 0 0 0 3 1 1 1 0 1 0 2 0

林野・その他 1 1 0 4 3 5 5 3 3 3 2 2

建　　　　　物 106.81 261.52 1.65 423 150.31 320.97 80 0.08 264.34 150.6 129.11 97.35

林野・その他 300 100 0 13,405 1,644 960 6,735 5,600 3,414 1,400 3.20 2,800

1,855 17,336 126 27,684 7,926 21,934 2,318 48 10.944.3 5,078 6,060 4,750

        資料：大島地区消防組合　喜界消防分署

１４年 １５年１２年 １９年 ２０年１７年 １８年 ２２年２１年区分

損　　害　　額

年　

発　生
件　数

焼　失
面　積

１６年１１年 １３年

上嘉鉄 早　町

職員数 7 1 1

名　称
喜界幹部
派　出　所

駐在所

17 7 18 23 29 17 18 12 14 19 9 14

0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1

19 9 23 29 20 16 21 15 16 21 10 6
                　　資料：奄美警察署喜界幹部派出所    

２２年

死者

２0年 ２１年１３年 １４年１１年１０年 １９年１６年 １７年 １８年１５年区分
年　

負傷者

件数
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◆歴代町村長

◆近年の選挙状況

折 田 実 績 明 ４１． ４ 月 ８ 年 １１ 月 赤 連

永 野 孫 七 大 ６． ４ 月 ２ 年 １１ 月 笠 利

折 田 昇 大 ９． ２ 月 ９ 月 赤 連

伊 藤 実 照 大 ８． ４ 月 １０ 年 ０ 月 伊実久

中 村 瑞せき 大 ９． １１ 月 ４ 年 ０ 月 湾

吉 田 元 竜 昭 ４． ４ 月 ８ 年 ０ 月 小野津

折 田 昇 大 １３． １２ 月 ８ 年 ０ 月 赤 連

園 田 部仁英 昭 １２． ４ 月 ８ 年 ０ 月 小野津

永 井 栄 吉 昭 ７． １２ 月 ８ 年 １０ 月 中 間

高 島 朝 章 昭 ２０． ６ 月 １ 年 １ 月 早 町

繁 多 栄 介 昭 １６． １１ 月 １ 年 ６ 月 湾

新 田 盛 屋 昭 ２１． １１ 月 １ 年 ７ 月 志戸桶

豊 岡 壱 昭 １８． ５ 月 ８ 年 ９ 月 赤 連

岡 村 寛 義 昭 ２３． ７ 月 ５ 年 ６ 月 嘉 鈍

中 沢 忠 一 昭 ２７． ２ 月 ３ 年 ４ 月 湾

加 納 昭一郎 昭 ２９． ２ 月 ２ 年 ６ 月 塩 道

8 豊 岡 壱 昭 ３０． ６ 月 １ 年 ３ 月 赤 連

初 豊 岡 壱 昭 ３１． ９ 月 １ 年 ８ 月 赤 連

2 広 司 常 泰 昭 ３３． ５ 月 ２ 年 ４ 月 上嘉鉄

3 豊 岡 壱 昭 ３５． １０ 月 ４ 年 ０ 月 赤 連

4 繁 多 忠 利 昭 ３９． １０ 月 ２０ 年 ０ 月 湾

5 野 村 良 二 昭 ５９． １０ 月 １６ 年 ０ 月 小野津

6 加 藤 啓 雄 平 １２． １０ 月 川 嶺

喜界村

早町村

喜界村

順代

4

3

氏　　　名

5

初

初

2

合
　
　
　
併
　
　
　
前

喜界村

喜界町

2

早町村

6

早町村

喜界村

在任中

合
　

併
　

後

7

出　身　地

早町村

喜界町

早町村

早町村

喜界町

在　職　期　間就　任　年　月

早町村

喜界町

区分 有権者数 投票者数 投票率

町長選挙 １２年１０月 １日 7,260 6,946 95.7%

町議会議員選挙 １２年１０月 １日 7,260 6,945 95.7%

参議院議員選挙 １３年 ７月 ２９日 7,403 5,688 76.8%

県議会議員選挙 １５年 ４月 １３日 7,135 5,471 76.7%

衆議院議員選挙 １５年１１月 ９日 7,257 6,423 88.5%

参議院議員選挙 １６年 ７月 １１日 7,190 5,521 76.8%

県知事選挙 １６年 ７月 １１日 7,128 5,512 77.3%

町議会議員選挙 １６年 ９月 ２６日 7,143 6,594 92.3%

町長選挙 １６年 ９月 ２６日 7,143

衆議院議員選挙 １７年 ９月 １１日 7,112 6,067 85.3%

県議会議員選挙 １９年 ４月 8日 7,082

参議院議員選挙 １９年 ７月 ２９日 7,190 5,140 71.5%

県知事選挙 ２０年 ７月 １３日 6,823 3,586 52.6%

町長選挙 ２０年 ９月 ２８日 6,897

町議会議員選挙 ２０年 ９月 ２８日 6,897 6,187 89.7%

衆議院議員選挙 ２１年 8月 30日 6,864 5,989 87.3%

無投票

執行年月日

無投票

無投票

資料：選挙管理委員会
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◆議 員 〔任期：平成 20年 11月 1日～平成 24年 10月 31日〕

◆宿泊施設

役職名 氏　　　名 年齢 所属委員会 所属政党

議 　長 中 島 智 一 65 総務文教 無所属

副 議 長 青 山 春 男 67 〃 無所属

委 員 長 外 内 千 里 53 〃 無所属

〃 安 田 英 次 郎 62 産業福祉 無所属

副委員長 安 岡 歓 眞 68 産業福祉 無所属

〃 里 村 忠 弘 62 総務文教 無所属

監査委員 上 間 一 寛 61 〃 無所属

委 員 若 松 純 雄 77 〃 無所属

〃 乾 和 夫 52 産業福祉 無所属

〃 幸 一 美 67 総務文教 無所属

〃 照 周 一 57 産業福祉 無所属

〃 生 駒 弘 57 総務文教 公明党

〃 榮 哲 治 53 産業福祉 無所属

洋　室 和　室 一　般 団　体
喜 界 第 一 ホ テ ル 湾 26 1 66 66 ６，７００～ ６５－２１１１
ビ ジ ネ ス ホ テ ル林 〃 17 3 20 26 ５，０００～ ６５－１８６０
ビジネスホテル喜界 〃 18 20 23 ６，０００～ ６５－３８３８
旅 館 ぎ な ま 荘 〃 23 27 46 ５，２５０～ ６５－０２５９
民 宿 ぎ な ま 荘 〃 10 17 28 ５，２５０～ ６５－１１２６
碇 山 旅 館 赤連 17 20 40 ４，７００～ ６５－０２０７
み な と や 旅 館 〃 5 15 15 ５，５００～ ６５－０００６
民 宿 野 間 荘 中里 14 28 50 ５，５００～ ６５－１３３８
旅 館 早 町 荘 早町 1 7 25 30 ４，５００～ ６６－１１６６
民 宿 し ら は ま 池治 5 15 15 ４，５００～ ６５－２４７７
ペ ン シ ョ ン 南 風 湾 3 2 10 17 ４，８００～ ５５－３２３９
レンタルﾙｰﾑ タマキ 中里 5 10 10 ２，５００～ ６５－００２３
ｳｨｰｸﾘｰﾊｳｽ ﾍﾞﾗｳﾝ 湾 3 6 6 ５，０００～ ６５－３２１１
ｳｨｰｸﾘｰﾙｰﾑ ますだ 荒木 2 10 10 ３，０００～ ６５－１５０２
ｳ ｨ ｸ ﾘ ｰ 宿 家 里 赤蓮 3 9 9 ３，０００～ ６５－００３８
ｳｨｸﾘｰﾙｰﾑ ゆたか 〃 1 2 8 8 ３，０００～ ６５－１３３３

〔資料：企画課〕

名　　称
宿泊料金
（一泊）

電話番号所在地
室　　　　数 定　　　　員
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平成 23年度一般会計歳入当初予算額（単位：千円）

平成 23年度一般会計歳出当初予算額（単位：千円）
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◆平成 22年度一般会計歳入歳出決算額 〔単位：千円〕

資料：総務課

◆平成 22年度特別会計歳入歳出決算額 〔単位：千円〕

資料：総務課

決算額 構成 決算額 構成
町税 553,588 9.39% 議会費 85,283 1.50%
地方譲与税 63,673 1.08% 総務費 804,268 14.12%
利子割交付金 2,058 0.03% 民生費 737,239 12.94%
配当割交付金 271 0.00% 衛生費 175,041 3.07%
株式等譲渡所得割交付金 301 0.01% 農林水産業費 992,091 17.41%
地方消費税交付金 69,250 1.18% 商工費 29,873 0.52%
自動車取得税交付金 9,253 0.16% 土木費 732,121 12.85%
国有提供施設等所在市町村助成交付金 12,573 0.21% 消防費 194,293 3.41%
地方特例交付金 20,492 0.35% 教育費 574,452 10.08%
地方交付税 3,086,327 52.38% 公債費 785,857 13.79%
交通安全対策特別交付金 953 0.02% 諸支出金 587,276 10.31%
分担金及び負担金 23,115 0.39% 予備費 0 0.00%
使用料及び手数料 70,069 1.19% 災害復旧費 0 0.00%
国庫支出金 947,994 16.09%
県支出金 520,148 8.83%
財産収入 40,780 0.69%
寄附金 2,160 0.04%
繰入金 8,491 0.14%
繰越金 87,256 1.48%
諸収入 130,839 2.22%
町債 242,900 4.12%

5,892,491 100.00% 5,697,794 100.00%

歳　　入 歳　　出

合　　計

項　　目 項　　目

合　　計

国民健康保険（事業勘定） 1,095,429 1,035,137 60,292
国民健康保険（直診勘定） 70,912 70,912 0
老人保健 369 355 14
簡易水道 570,651 570,580 71
屠畜場 1,744 1,744 0
介護保険 878,576 779,353 99,223
老人福祉施設 399,600 390,796 8,804
農業集落排水 81,919 81,919 0
公共下水道 216,044 216,044 0

歳入額 形式収支額会計名 歳出額
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縄
文
前
期

赤
連
遺
跡
―
赤
連
系
土
器

後
期

ア
ギ
小
森
田
遺
跡
―
宇
宿
下
層
式
、
面
縄
式
土
器
片

治
承

元
年
（
一
一
七
七
）

僧
俊
寛
平
家
追
討
の
密
議
を
謀
っ
た
と
し
て
喜
界
島
に
流
罪

建
任

二
年
（
一
二
〇
二
）

平
資
盛
が
率
い
る
平
家
残
党
二
百
人
が
志
戸
桶
の
沖
合
泊
に
上
陸
し
た
と

伝
え
ら
れ
る

元
久

二
年
（
一
二
〇
五
）

平
資
盛
・
平
有
盛
・
平
行
盛
と
合
流
し
、
大
島
攻
略
の
た
め
鬼
界
島
を

去
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

嘉
元

四
年
（
一
三
〇
六
）

千
籠
時
家
、
所
領
を
子
女
に
譲
り
渡
し
、
貞
泰
に
喜
界
島
な
ど
を
与
え
る

永
享

元
年
（
一
四
二
九
）

巴
志
、
南
山
を
滅
ぼ
し
沖
縄
全
島
を
統
一
（
第
一
尚
氏
王
統
）

康
正

二
年
（
一
四
五
六
）

こ
の
年
ま
で
池
蘇
（
喜
界
）
は
毎
年
琉
球
軍
の
侵
攻
に
あ
う
と
い
う
朝
鮮
漂

流
民
の
報
告

文
正

元
年
（
一
四
六
六
）

琉
球
王
喜
界
島
を
征
伐

天
文

六
年
（
一
五
三
七
）

琉
球
王
尚
清
、
大
島
を
攻
略

永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）

首
里
王
府
、
奇
界
島
東
間
切
阿
伝
祝
女(

ノ
ロ)

に
ゑ
く
か
た
る
を
任
ず

慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）

（
直
川
智
翁
初
め
て
甘
藷
を
手
伝
う
）

喜
界
島
、
薩
軍
に
下
る

一
五
年
（
一
六
一
〇
）

製
糖
の
初
め
と
伝
え
ら
れ
る

一
八
年
（
一
六
一
三
）

（
初
め
て
大
島
に
代
官
を
置
く
）

元
和

九
年
（
一
六
二
三
）

古
制
を
改
め
て
大
親
役
を
廃
し
与
人
を
置
く

寛
永

三
年
（
一
六
二
六
）

八
月
十
二
日
松
尾
神
社
創
祠

万
治

二
年
（
一
六
五
九
）

大
島
中
田
畑
嘲
御
芋
入
れ
、
又
横
目
を
置
く

万
治
検
地
、
喜
界
島
田
畑
計
一
二
三
五
町
歩
、
高
六
三
二
九
石
四
斗

寛
文

元
年
（
一
六
六
一
）

唐
船
喜
界
に
漂
着
、
附
役
町
田
嘉
衛
門
こ
れ
を
長
崎
に
送
る

元
禄

八
年
（
一
六
九
五
）

黍
検
査
の
た
め
係
官
来
島
（
野
村
四
郎
エ
門
）

島
内
に
八
幡
宮
初
め
て
建
立

九
年
（
一
六
九
六
）

仙
台
平
松
藩
の
船
、
志
戸
桶
に
漂
着
す

一
〇
年
（
一
六
九
七
）

代
官
長
谷
場
源
助
、
城
久
に
八
幡
神
社
建
立
。
永
道
嘉
、
先
内
に
観
音
堂

建
立

喜
界
島
代
官
所
に
初
め
て
黍
横
目
を
置
く

一
六
年
（
一
七
〇
三
）

横
山
五
郎
兵
衛
（
俳
号
釘
文
）
、
代
官
と
し
て
赴
任

宝
水

二
年
（
一
七
〇
五
）

永
道
住
吉
神
社
を
再
興
す

三
年
（
一
七
〇
六
）

諸
家
系
図
差
出
し
の
令
あ
り
、
喜
美
冶
志
戸
桶
に
弘
法
大
師
を
祀
る

七
年
（
一
七
一
〇
）

与
人
、
横
目
、
血
判
し
て
忠
勤
を
誓
約
す

享
保

四
年
（
一
七
一
九
）

こ
の
頃
、
藩
に
よ
っ
て
島
内
の
十
七
カ
所
の
溜
池
の
新
設
・
修
理
が
行
わ
れ

た

五
年
（
一
七
二
〇
）

大
島
代
官
、
島
役
人
以
外
の
朝
衣
・
広
帯
着
用
を
禁
止

一
一
年
（
一
七
二
六
）

検
地
の
た
め
係
宮
九
名
来
島

年
表
（
縄
文
〜
江
戸
）

一
三
年
（
一
七
二
八
）

ユ
タ
の
禁
止

一
九
年
（
一
七
三
四
）

隠
居
仮
屋
、
早
町
に
移
る

三
年
（
一
七
四
三
）

疱
瘡
大
流
行

代
官
所
に
式
具
を
整
備
す

延
享

二
年
（
一
七
四
五
）

戸
籍
調
査
、
戸
数
一
九
〇
七
戸

人
口
九
，
〇
六
一
人

頁
米
を
廃
し
租
税
と
定
む

四
年
（
一
七
四
七
）

こ
の
頃
、
与
人
・
宮
里
、
長
年
唐
通
事
を
務
め
た
功
に
よ
り
一
代
外
城
衆
中

格
（
郷
土
格
）
を
与
え
ら
れ
、
澄
江
姓
の
許
可
を
得
る

こ
の
頃
、
東
長
昌
も
一
代
外
城
衆
中
格
か

寛
延

三
年
（
一
七
五
〇
）

日
本
全
国
人
口
調
査
、
喜
界
島
一
〇
、
三
三
八
人

実
学
党
崩
れ
に
よ
り
海
老
原
庄
蔵
・
竹
内
二
角
ら
一
一
人
が
喜
界
島
に
配

流

一
〇
年
（
一
七
六
〇
）

与
人
・
文
悦
、
慶
事
上
国

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
一
）

戸
数
二
一
二
六
戸

人
口
一
〇
，
八
〇
三
人

明
和

四
年
（
一
七
六
七
）

湾
に
白
嶺
神
社
創
祀

二
五
年
振
り
に
疱
瘡
大
流
行
、
罹
病
者
約
五
〇
〇
〇
人

五
年
（
一
七
六
八
）

全
国
人
口
調
査
、
喜
界
島
一
〇
二
三
四
人

安
永

元
年
（
一
七
七
二
）

藩
主
重
豪
女
子
誕
生
の
慶
事
で
与
人
永
語
上
国

二
年
（
一
七
七
三
）

人
口
一
〇
、
八
四
六
人

三
年
（
一
七
七
四
）

湾
に
秋
葉
神
社
創
祀

四
年
（
一
七
七
五
）

湾
に
南
方
神
社
創
祀

六
年
（
一
七
七
七
）

初
め
て
煙
草
流
行
、
藩
庁
煙
草
製
造
禁
止
、
砂
糖
買
い
入
れ

七
年
（
一
七
七
八
）

こ
の
年
か
ら
島
役
の
扶
持
を
大
麦
か
ら
米
の
支
給
と
す
る

八
年
（
一
七
七
九
）

郡
山
次
郎
左
衛
門
（
島
津
世
家
編
集
者
）
が
代
官
と
し
て
赴
任

天
明

五
年
（
一
七
八
五
）

文
憲
、
通
事
見
習
与
人
格
と
な
る

寛
政

二
年
（
一
七
九
〇
）

天
然
痘
流
行

一
三
年
（
一
八
〇
一
）

中
江
万
左
衛
門
白
糖
製
造
方
掛
と
し
て
来
島

享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）

白
糖
上
納
令
下
る
。
氷
砂
糖
の
製
造
始
ま
る

文
化

三
年
（
一
八
〇
六
）

干
害
・
凶
作

五
年
（
一
八
〇
八
）

柏
有
度
製
糖
用
鉄
輪
車
発
明

近
思
録
崩
れ
に
よ
り
伊
地
知
季
安
、
志
戸
桶
に
配
流
、
文
化
八
年
帰
藩

同
じ
く
奈
良
原
助
左
衛
門
も
流
罪
？

志
戸
桶
保
食
神
社
境
内
に
芭
蕉
句
碑
が
建
て
ら
れ
る

一
二
年
（
一
八
一
五
）

人
口
一
〇
，
一
八
五
人

一
四
年
（
一
八
一
七
）

郡
志
頭
、
砂
糖
二
万
斤
献
上
そ
の
他
の
功
を
以
て
郡
姓
許
可
、
一
代
藩
士

格
と
な
る

文
政

七
年
（
一
八
二
四
）

佐
土
原
嶋
の
口
騒
動
に
よ
り
配
流
さ
れ
た
内
田
次
右
衛
門
、
小
野
津
に
内

田
塾
を
開
き
お
よ
そ
三
〇
年
を
数
え
る

八
年
（
一
八
二
五
）

大
凶
作
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九
年
（
一
八
二
六
）

唐
船
手
久
津
久
沖
に
座
礁

一
〇
年
（
一
八
二
七
）

羽
書
を
発
行
し
金
銭
の
通
用
を
と
め
る

一
二
年
（
一
八
二
九
）

三
島
砂
糖
惣
買
上
令
を
下
す

天
保

元
年
（
一
八
三
〇
）

一
二
月
抜
糖
取
締
令
出
す

二
年
（
一
八
三
一
）

祭
費
、
祭
米
制
限
せ
ら
る

一
〇
年
（
一
八
三
九
）

春
よ
り
大
島
・
喜
界
島
・
徳
之
島
で
は
余
計
糖
に
つ
き
羽
書
を
発
行
し
金

銭
の
通
用
を
禁
止
し
た

一
二
年
（
一
八
四
一
）

唐
船
漂
流

一
三
年
（
一
八
四
二
）

湾
、
上
嘉
鉄
に
保
食
神
社
創
祀

弘
化

元
年
（
一
八
四
四
）

湾
、
天
神
社
修
繕

嘉
永

三
年
（
一
八
五
〇
）

大
久
保
次
右
衛
門
小
野
津
に
流
罪

六
年
（
一
八
五
三
）

抜
糖
取
締
令
（
焼
酎
製
造
禁
止
）

安
政

元
年
（
一
八
五
四
）

ペ
ル
ー
、
大
島
と
喜
界
島
の
間
を
南
下
の
際
、
喜
界
島
を
バ
ン
ガ
ロ
ウ
ア
イ
ラ

ン
ド
と
表
記

二
年
（
一
八
五
五
）

代
官
ユ
タ
を
票
ず

四
年
（
一
八
五
七
）

こ
の
頃
喜
界
島
砂
糖
が
「
道
之
島
一
番
」
と
評
さ
れ
る

五
年
（
一
八
五
八
）

髪
指
物
制
限

六
年
（
一
八
五
九
）

正
月
西
郷
隆
盛
龍
郷
に
流
罪

庶
民
の
礼
法
に
関
す
る
厳
達
あ
り

文
久

二
年
（
一
八
六
二
）

六
月
一
〇
日
西
郷
徳
之
島
へ
、
村
田
新
八
喜
界
へ
流
罪
（
犬
田
布
騒
動
）

元
治

元
年
（
一
八
六
四
）

二
月
二
八
日
西
郷
、
村
田
赦
免
席
藩

慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）

勘
定
座
よ
り
失
火
、
仮
蔵
消
失

二
年
（
一
八
六
六
）

山
口
憲
徳
手
久
津
久
に
花
宅
神
社
創
祀

三
年
（
一
八
六
七
）

東
仮
座
消
失

明
治

二
年
（
一
八
六
九
）

代
官
帝
を
在
藩
と
改
称
、
島
民
寄
付
の
勘
定
座
立
つ

三
年
（
一
八
七
〇
）

高
千
穂
神
社
湾
に
創
立

六
年
（
一
八
七
三
）

琉
球
維
新
慶
賀
史
一
行
漂
着

大
蔵
省
が
黒
砂
糖
自
由
販
売
許
可
（
砂
糖
勝
手
売
買
差
許
通
達
）
、
県
は

大
島
商
社
を
設
立

八
年
（
一
八
七
五
）

四
月
在
藩
を
廃
し
喜
界
支
庁
を
置
く
（
中
村
謙
志
）
金
銭
の
通
知
始
ま
る

平
民
に
苗
字
許
さ
る

七
月
三
一
日
初
め
て
湾
に
西
郷
校
設
置

勘
定
座
、
喜
界
島
支
庁
舎
と
な
る
（
趣
）

九
年
（
一
八
七
六
）

女
子
の
針
づ
き
禁
止

早
町
に
東
郷
校
を
設
置
し
、
赤
連
は
西
郷
校
と
な
る

一
〇
年
（
一
八
七
七
）

英
国
船
中
里
海
岸
に
座
礁

西
郷
校
を
西
小
学
校
、
東
郷
校
を
東
小
学
校
と
称
す
る

年
表
（
江
戸
〜
明
治
）

大
島
警
察
署
喜
界
分
署
が
赤
連
に
創
設

樸
（
上
嘉
鉄
）
小
学
校
設
立
（
上
嘉
鉄
小
学
校
沿
革
概
史
）

一
一
年
（
一
八
七
八
）

湾
、
早
町
両
所
で
郵
便
事
務
開
始
（
九
月
）

湾
に
西
女
学
校
を
置
く

紬
の
泥
染
法
考
案
さ
れ
る

大
島
大
支
庁
を
大
島
支
庁
と
改
め
る

こ
の
頃
か
ら
各
地
域
に
小
学
校
・
分
教
所
が
設
け
ら
れ
る
。
先
内
・
伊
砂
・

沖
名
・
沖
名
小
学
校
小
野
津
分
教
所
（
明
治
一
五
年
統
合
）

一
二
年
（
一
八
七
九
）

名
瀬
に
公
認
説
教
所
を
置
く
（
大
正
寺
）

大
島
他
四
島
を
大
島
郡
と
な
し
、
大
隅
国
に
属
す

西
小
学
校
を
湾
小
学
校
と
改
称
す
る

一
五
年
（
一
八
八
二
）

喜
界
島
派
出
所
を
置
く
（
監
督
巡
査
県
道
生
）

一
八
年
（
一
八
八
五
）

喜
界
の
派
出
所
を
分
署
に
昇
格

一
九
年
（
一
八
八
六
）

四
月
喜
界
島
を
湾
・
早
町
両
村
に
分
か
つ

二
〇
年
（
一
八
八
七
）

簡
易
科
を
小
学
校
と
指
定

二
二
年
（
一
八
八
九
）

田
中
圭
三
事
件
（
喜
界
島
教
徒
衆
事
件
全
員
無
罪
）

人
口
一
五
，
六
二
六
人

二
三
年
（
一
八
九
〇
）

大
島
郡
二
四
七
村
連
合
会
発
足

二
四
年
（
一
八
九
一
）

湾
校
に
勅
語
謄
本
下
賜

二
六
年
（
一
八
九
三
）

湾
校
、
両
陛
下
御
真
影
拝
載

二
七
年
（
一
八
九
四
）

平
成
丸
就
航
（
浜
上
謙
翠
本
土
と
の
航
路
を
拓
く
）

二
八
年
（
一
八
九
五
）

湾
校
は
新
学
制
に
よ
り
湾
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
西
・
沖
名
・
東
簡
易
科

は
統
合
さ
れ
東
尋
常
小
学
校
と
な
る

他
の
簡
易
科
は
廃
止
（
湾
簡
易
科
は
翌
年
廃
止
）

二
九
年
（
一
八
九
六
）

一
〇
月
坂
嶺
に
分
校
を
お
く

三
〇
年
（
一
八
九
七
）

祝
応
美
の
私
立
喜
界
学
館
建
つ
。
こ
の
頃
紬
織
用
長
機
始
ま
る

三
一
年
（
一
八
九
八
）

一
一
月
一
六
日
郵
便
貯
金
開
始

湾
に
本
館
寺
派
出
所
を
お
く

三
二
年
（
一
八
九
九
）

九
学
会
奄
美
共
同
調
査
喜
界
調
査

三
四
年
（
一
九
〇
一
）

三
月
二
六
日
浜
上
謙
翠
翁
逝
去

六
月
一
日
湾
に
高
等
科
設
立

大
島
紬
同
業
組
合
別
設

九
月
湾
校
で
軍
重
要
産
物
品
評
会
並
び
に
教
育
品
展
覧
会

海
底
電
信
開
通
、
電
信
取
扱
開
始

三
七
年
（
一
九
〇
四
）

島
そ
市
町
村
制
施
行
に
よ
り
湾
・
早
町
の
二
方
が
合
併
し
、
喜
界
村
と
な

る湾
に
村
役
場
庁
舎
完
成

四
〇
年
（
一
九
〇
七
）

義
務
教
育
の
年
限
を
六
年
と
す
る
。
喜
界
島
は
翌
年
よ
り
実
施

四
一
年
（
一
九
〇
八
）

市
町
村
制
施
行
、
湾
・
早
町
村
合
併
、
喜
界
村
と
な
る
湾
〜
坂
嶺
〜
早
町
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町
線
最
初
の
県
道
と
な
る

四
四
年
（
一
九
一
一
）

喜
界
島
近
海
地
震
（
マ
グ
ニ
テ
ュ
ー
ド
８
．
２
）

大
島
郡
全
体
で
死
者
十
二

名大
島
郡
警
察
署
喜
界
分
署
を
廃
し
、
喜
界
警
察
署
と
な
る

大
正

五
年
（
一
九
一
六
）

各
校
に
実
業
補
修
学
科
を
お
く

八
年
（
一
九
一
九
）

喜
界
村
、
早
町
村
分
村

小
野
津
・
上
嘉
鉄
駐
在
所
新
設

九
年
（
一
九
二
〇
）

普
通
町
村
制
実
施

早
町
村
役
場
庁
舎
完
成

一
四
年
（
一
九
二
五
）

上
嘉
鉄
校
高
等
科
設
置

一
五
年
（
一
九
二
六
）

地
方
管
制
改
正
大
畠
島
庁
を
廃
し
て
支
庁
を
置
く

七
月
、
湾
・
早
町
両
校
に
青
年
訓
練
所
設
置

昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）

八
月
天
皇
大
島
行
幸
亀
岡
豊
二
単
独
謁
見

三
年
（
一
九
二
八
）

「
喜
界
新
報
」
（
月
刊
）
発
刊

四
年
（
一
九
二
九
）

坂
嶺
高
等
科
併
設

湾
、
早
町
間
自
動
車
道
開
通

六
年
（
一
九
三
一
）

中
里
に
飛
行
場
設
置
、
湾
に
招
魂
碑
立
つ

一
〇
年
（
一
九
三
五
）

青
年
学
校
創
立

一
二
年
（
一
九
三
七
）

日
支
事
変
起
こ
る

一
三
年
（
一
九
三
八
）

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
被
害
（
昭
和
一
五
年
頃
、
全
島
へ
広
が
る
）

一
六
年
（
一
九
四
一
）

小
学
校
、
国
民
学
校
と
改
称
、
電
話
開
通

喜
界
町
制
実
施
、
太
平
洋
戦
争
勃
発

一
七
年
（
一
九
四
二
）

「
喜
界
新
報
」
廃
刊

一
九
年
（
一
九
四
四
）

喜
界
島
守
備
隊
駐
屯

阿
伝
・
志
戸
桶
・
小
野
津
の
各
国
民
学
校
に
高
等
科
設
置

本
場
大
島
紬
絹
織
物
統
制
組
合
設
置

県
議
会
議
員
選
挙
岡
村
寛
義
当
選

二
〇
年
（
一
九
四
五
）

喜
界
島
初
空
襲

太
平
洋
戦
争
終
わ
る

二
一
年
（
一
九
四
六
）

本
土
と
行
政
分
離
（
二
月
二
日
）

軍
政
府
開
庁
（
三
月
一
三
日
）

喜
界
町
長
・
町
会
議
員
・
早
町
村
議
会
議
員
選
挙
実
施
、
喜
界
町
長
に
豊

岡
壱
当
選

臨
時
北
部
南
西
諸
島
政
庁
（
一
〇
月
三
日
）

二
二
年
（
一
九
四
七
）

志
戸
桶
・
阿
伝
に
警
察
官
駐
在
所
を
新
設

年
表
（
明
治
・
大
正
・
昭
和
）

喜
界
・
早
町
の
青
年
学
校
を
廃
止
し
、
実
業
高
等
学
校
を
設
置

関
東
郷
友
会
（
東
京
喜
界
会
）
発
足

二
三
年
（
一
九
四
八
）

国
民
学
校
を
小
学
校
と
改
称
（
六
・
三
制
実
施
）

新
制
中
学
校
創
立
、
青
年
学
校
廃
止
実
業
商
業
学
校
創
立

喜
界
町
長
・
町
会
議
員
・
村
会
議
員
選
挙
。
喜
界
町
長
に
豊
岡
壱
、
早
町

村
長
に
岡
村
寛
義
が
当
選

二
四
年
（
一
九
四
九
）

実
業
高
等
学
校
廃
止

喜
界
高
等
学
校
設
立

農
業
試
験
場
分
増
設
置

二
五
年
（
一
九
五
〇
）

奄
美
群
島
政
府
誕
生

農
業
協
同
組
合
発
足

成
人
教
育
機
関
発
足

二
六
年
（
一
九
五
一
）

農
試
分
譲
農
業
指
導
所
と
し
て
新
発
足

日
本
復
帰
協
議
会
喜
界
・
早
町
両
町
村
支
部
結
成

泉
芳
朗
、
高
千
穂
神
社
で
復
帰
祈
願
断
食
。
各
地
で
断
食
祈
願
行
わ
れ
る

喜
界
町
・
早
町
村
に
お
い
て
も
復
帰
大
会
開
催

二
七
年
（
一
九
五
二
）

琉
球
政
府
誕
生
、
奄
美
群
島
政
府
廃
止

教
育
委
員
会
発
足

喜
界
町
長
選
挙
で
中
沢
忠
一
当
選

日
本
復
帰
郡
民
決
起
大
会

早
町
町
長
選
挙
、
岡
村
寛
義
無
投
票
当
選

二
八
年
（
一
九
五
三
）

八
月
八
日
米
国
ダ
レ
ス
国
務
長
官
声
明

（
奄
美
群
島
日
本
返
還
）

奄
美
大
島
日
本
に
復
帰
し
悲
願
達
成
さ
る
（
十
二
月
二
十
五
日
）

日
本
復
帰
に
伴
い
国
家
地
方
警
察
喜
界
地
区
警
察
署
と
な
る

二
九
年
（
一
九
五
四
）

喜
界
文
化
放
送
社
有
線
放
送
開
始
（
四
月
一
日
）

奄
美
群
島
復
興
特
別
措
置
法
（
六
月
二
一
日
制
定
）

農
業
委
員
会
発
足

公
民
館
役
場
構
内
に
移
転

喜
界
島
町
村
電
気
事
務
組
合
設
置

三
〇
年
（
一
九
五
五
）

九
学
会
学
術
調
査
団
来
島

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
六
，
〇
三
七
人

湾
小
学
校
創
立
八
〇
周
年
記
念
式
典

奄
美
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

奄
美
大
島
第
一
回
総
合
社
会
教
育
研
究
会
開
催
（
喜
界
）

三
一
年
（
一
九
五
六
）

池
田
隆
政
氏
来
島
（
四
月
）

喜
界
島
一
周
町
営
バ
ス
開
通
（
四
月
）

町
村
合
併
に
よ
り
新
喜
界
町
誕
生
（
九
月
一
〇
日
）

選
挙
管
理
委
員
会
合
併
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教
育
委
員
会
合
併

町
長
選
挙
初
代
町
長
に
豊
岡
壱
氏
就
任
（
九
月
）

町
議
会
議
員
選
挙
定
数
二
六
名

電
気
事
業
送
電
開
始
（
一
〇
〇

×
二
基
）

ｋｗ

三
二
年
（
一
九
五
七
）

農
業
委
員
会
合
併

町
政
だ
よ
り
創
刊
（
六
月
）

喜
界
高
校
坂
嶺
か
ら
赤
連
に
校
舎
移
転
完
了

喜
界
町
森
林
組
合
設
立

三
三
年
（
一
九
五
八
）

喜
界
〜
小
湊
間
に
町
営
喜
界
丸
就
航
（
二
月
）

奄
美
群
島
復
興
特
別
措
置
法
五
カ
年
延
長
（
四
月
）

高
等
裁
判
所
の
判
決
確
定
に
よ
り
町
長
に
広
司
常
泰
氏
就
任
（
五
月
）

三
四
年
（
一
九
五
九
）

川
嶺
地
区
簡
易
水
道
設
置
（
五
月
）

民
間
航
空
喜
界
〜
鴨
池
間
就
航
（
八
月
）

役
場
庁
舎
完
成

生
和
糖
業
株
式
会
社
設
立

三
五
年
（
一
九
六
〇
）

町
長
選
挙
豊
岡
壱
氏
就
任
（
一
〇
月
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
四
，
七
三
八
人

三
六
年
（
一
九
六
一
）

自
衛
隊
熊
本
第
八
混
成
団
来
島

義
宮
様
来
島
（
七
月
）

航
路
権
（
町
営
喜
界
丸
）
を
中
村
海
運
に
譲
渡

第
一
回
奄
美
大
島
青
年
祭
開
催
（
喜
界
）

奄
美
大
島
総
合
社
会
教
育
研
究
会
開
催
（
喜
界
）

喜
界
町
商
工
会
発
足

三
七
年
（
一
九
六
二
）

国
民
健
康
保
険
診
療
所
開
設
（
四
月
）

農
業
協
同
組
合
合
併
（
六
月
）

東
亜
航
空
バ
ス
開
通
（
町
営
よ
り
移
管
）
（
八
月
）

自
衛
隊
喜
界
島
通
信
所
設
置

湾
、
赤
連
市
街
地
道
路
舗
装
並
び
に
街
灯
設
置

三
八
年
（
一
九
六
三
）

早
町
支
所
庁
舎
落
成
（
二
月
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
受
信
開
始

新
造
鋼
船
く
れ
な
い
丸
名
瀬
〜
喜
界
間
に
就
航
（
二
月
）

隔
離
病
棟
（
診
療
所
）
完
成
（
三
月
）

松
竹
映
画
「
島
育
ち
」
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
四
月
）

発
電
設
備
二
〇
〇

の
増
設
工
事
完
成
、
昼
間
送
電
開
始
（
九
月
）

ｋｗ

第
一
回
町
民
体
育
大
会
（
一
一
月
）

三
九
年
（
一
九
六
四
）

農
村
三
作
運
動
推
進
協
議
会
設
立
（
二
月
）

糖
業
振
興
会
発
足
（
二
月
）

電
力
の
復
帰
運
動
（
九
電
統
合
）
起
こ
る
（
二
月
）

奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
（
三
月
三
一
日
制
定
）

年
表
（
昭
和
）

行
政
無
線
設
置
（
四
月
）

町
長
選
挙
、
繁
多
忠
利
氏
当
選
（
一
〇
月
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

町
議
会
議
員
定
数
二
〇
名

奄
美
群
島
特
別
措
置
法
が
制
定

奄
美
大
島
〜
喜
界
間
の
航
空
路
開
設

四
〇
年
（
一
九
六
五
）

団
体
営
区
画
整
理
事
業
始
ま
る

港
湾
埠
頭
灯
台
竣
工

糖
価
安
定
法
成
立

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
四
，
二
三
一
人

町
章
・
町
花
決
ま
る
（
一
〇
月
）

興
南
丸
就
航
（
鹿
児
島
〜
名
瀬
〜
喜
界
）

菱
刈
町
と
姉
妹
町
を
盟
約
（
一
二
月
）

交
通
安
全
都
市
宣
言
決
議

四
一
年
（
一
九
六
六
）

赤
連
で
大
火
、
一
七
棟
全
焼
（
一
月
）

発
電
設
備
五
〇
〇

の
増
設
工
事
完
成

ｋｗ

農
業
委
員
会
選
挙

農
業
用
施
設
愛
護
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝

町
村
合
併
一
〇
周
年
記
念
式
典

交
通
安
全
町
民
会
議
発
足

火
葬
場
の
開
設
（
四
月
）

菱
刈
町
使
節
団
が
来
島

第
一
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走

四
二
年
（
一
九
六
七
）

電
気
料
値
下
げ

中
央
公
民
館
完
成
落
成
祝
賀
会
（
五
月
三
日
）

文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
（
三
月
）

農
業
用
施
設
愛
護
コ
ン
ク
ー
ル
連
続
優
勝
（
四
月
）

海
中
公
園
調
査
団
来
島

空
の
ダ
イ
ヤ
一
時
休
止
（
九
月
）

赤
連
で
大
火
、
一
二
棟
全
焼

空
の
ダ
イ
ヤ
三
ヶ
月
ぶ
り
に
再
開
（
一
二
月
）

四
三
年
（
一
九
六
八
）

五
〇
〇

発
電
増
設
完
成
、
二
四
時
間
送
電
（
二
月
）

ｋｗ

小
野
津
、
志
戸
桶
簡
易
水
道
工
事
完
成

肉
用
牛
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
完
成
（
三
月
）

県
政
移
動
相
談
開
か
れ
る

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
航
空
防
除
始
ま
る
（
九
月
）

町
長
選
挙
繁
多
忠
利
氏
無
投
票
当
選
（
九
月
）

構
造
改
善
事
業
工
事
三
原
地
区
実
施

農
業
構
造
改
善
事
業
始
ま
る
（
一
〇
月
）
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町
民
歌
制
定
さ
れ
る
（
一
〇
月
）

喜
界
空
港
舗
装
整
備
な
る
（
一
一
月
）

喜
界
町
農
業
共
済
組
合
発
足

百
之
台
に
望
楼
と
展
望
台
完
成

大
島
運
輸
の
あ
ま
み
丸
、
大
島
各
島
航
路
に
就
航

四
四
年
（
一
九
六
九
）

奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
五
カ
年
延
長
（
三
月
）

Ｙ
Ｓ

の
定
期
就
航
実
現
（
四
月
）

１１

第
二
回
大
島
地
区
教
育
研
究
会
開
催

五
〇
〇

発
電
増
設
工
事
完
成
総
出
力

ｋｗ

一
，
九
〇
〇

（
一
一
月
）

ｋｗ

産
業
道
路
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）
開
通

四
五
年
（
一
九
七
〇
）

県
営
圃
場
整
備
事
業
始
ま
る

母
子
セ
ン
タ
ー
開
所
（
六
月
）

紬
加
工
協
同
組
合
加
工
場
完
成
落
成
式
典
（
五
月
五
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
喜
界
無
人
中
継
所
放
送
開
始

興
南
丸
早
町
港
に
初
接
岸
（
六
月
一
七
日
）

喜
界
育
英
会
発
足
（
鹿
児
島
）

奄
美
大
島
総
合
社
会
教
育
研
究
会
開
催

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
防
除
条
例
公
布
（
七
月
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
二
，
七
二
五
人

喜
界
の
教
育
に
協
力
す
る
会
発
足
（
東
京
喜
界
郷
友
会
）

万
国
博
覧
会
開
催
（
大
阪
千
里
丘
陵
）

金
丸
三
郎
知
事
初
来
島
。
「
知
事
と
語
る
会
」
（
一
〇
月
二
二
日
）

四
六
年
（
一
九
七
一
）

紬
織
工
養
成
所
開
設

各
小
学
校
区
幼
稚
園
開
設

喜
界
空
港
等
三
種
空
港
に
昇
格

過
疎
地
域
指
定
（
五
月
一
日
）

名
瀬
〜
喜
界
救
急
業
務
協
約
を
結
ぶ
（
六
月
）

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
始
ま
る

第
一
次
構
造
改
善
終
わ
る

第
一
保
育
所
開
設
（
湾
）

地
域
集
団
電
話
開
通
（
一
二
月
）

町
文
化
財
に
二
五
点
指
定

四
七
年
（
一
九
七
二
）

町
電
気
事
業
大
島
電
力
に
合
併
（
四
月
）

給
食
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

奄
美
群
島
広
域
市
町
村
圏
設
置
（
七
月
）

ト
ン
ビ
崎
に
灯
台
設
置

喜
界
町
農
業
共
済
組
合
町
へ
移
譲

町
長
選
挙
繁
多
忠
利
氏
三
選

年
表
（
昭
和
）

喜
界
高
校
軟
式
野
球
部
国
体
に
出
場
（
一
〇
月
）

町
議
会
議
員
選
挙
（
一
〇
月
）

四
八
年
（
一
九
七
三
）

大
島
電
力
（
株
）
、
九
州
電
力
（
株
）
に
合
併
（
三
月
）

老
人
憩
い
の
家
開
設
（
四
月
）

総
合
グ
ラ
ン
ド
完
成

弓
道
場
（
弓
心
館
）
落
成

自
然
保
護
条
例
制
定
（
六
月
）

第
一
回
夏
祭
り
大
会
（
八
月
）

鹿
児
島
県
民
体
育
大
会
奄
美
地
区
大
会
開
催
（
一
一
月
）

四
九
年
（
一
九
七
四
）

奄
美
群
島
国
定
公
園
指
定
（
二
月
）

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
制
定
（
三
月
二
九
日
）

あ
ま
み
丸
就
航
（
鹿
児
島
〜
喜
界
〜
名
瀬
〜
古
仁
屋
〜
平
土
野
）
（
四
月
）

畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
始
ま
る

興
南
丸
喜
界
〜
名
瀬
間
就
航
（
五
月
）

小
野
津
漁
港
整
備
事
業
始
ま
る

県
下
中
学
校
野
球
大
会
で
喜
界
第
一
中
学
校
優
勝
（
八
月
）

第
二
保
育
所
開
設
（
上
嘉
鉄
）
（
九
月
）

子
供
と
老
人
の
家
開
設
（
へ
き
地
保
育
所
開
所
）
（
一
〇
月
）

五
〇
年
（
一
九
七
五
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
所
（
四
月
）

遊
歩
道
開
通

シ
ツ
ル
崎
灯
台
設
置

興
南
丸
廃
止

あ
ま
み
丸
就
航
（
鹿
児
島
〜
喜
界
〜
名
瀬
〜
古
仁
屋
〜
平
土
野
）

東
亜
航
空
バ
ス
事
業
・
大
島
運
輸
株
式
会
社
に
譲
渡

全
幼
稚
園
給
食
実
施
（
一
〇
月
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
一
，
四
六
四
人

俊
寛
の
墓
発
掘
調
査

金
丸
三
郎
県
知
事
が
行
政
視
察

農
村
総
合
整
備
事
業
（
通
称
モ
デ
ル
事
業
）
の
道
路
工
事
開
始
（
平
成
一
〇

年
完
工
）

五
一
年
（
一
九
七
六
）

湾
・
赤
連
都
市
計
画
区
域
に
指
定
（
一
月
）

電
報
電
話
局
開
局
（
電
話
自
動
化
）
（
三
月
）

民
放
テ
レ
ビ
受
信
開
始

荒
木
漁
港
整
備
事
業
始
ま
る

湾
港
導
燈
設
置

泥
染
工
場
設
置

暴
力
排
除
宣
言
決
議

町
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
（
緑
）
に
決
ま
る
（
四
月
）

町
長
選
挙
繁
多
忠
利
氏
四
選
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町
議
会
議
員
選
挙

町
村
合
併
二
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
二
月
）

五
二
年
（
一
九
七
七
）

第
三
保
育
所
開
所
（
早
町
）

九
州
電
力
新
発
電
所
設
置
（
塩
道
）

農
業
協
同
組
合
Ａ
コ
ー
プ
開
店

湾
港
岸
壁
延
長

鎌
田
要
県
知
事
来
島
、
車
座
で
語
る

五
三
年
（
一
九
七
八
）

自
然
休
養
村
整
備
事
業
始
ま
る

阿
伝
小
、
滝
川
小
、
へ
き
地
集
会
室
完
成
（
三
月
）

民
放
中
継
局
開
局

県
営
過
疎
基
幹
農
道
完
成
（
蒲
生
〜
中
西
地
区
）
（
九
月
）

上
嘉
鉄
港
整
備
事
業
始
ま
る

五
四
年
（
一
九
七
九
）

県
合
同
庁
舎
完
成
（
五
月
）

フ
ェ
リ
ー
き
か
い
（
二
，
八
〇
〇
ｔ
）
就
航
（
七
月
）

姉
妹
町
の
盟
約
知
名
町
、
天
城
町
、
瀬
戸
内
町
（
七
月
）

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
完
成

名
誉
町
民
に
有
村
治
峯
氏

湾
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

第
一
回
産
業
文
化
祭
開
催
（
一
〇
月
）

上
嘉
鉄
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
完
成

五
五
年
（
一
九
八
〇
）

メ
ン
ハ
ナ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
完
成

総
合
グ
ラ
ン
ド
に
照
明
施
設
完
成

喜
界
〜
鹿
児
島
線
直
行
航
空
便
就
航
（
七
月
）

町
長
選
挙
繁
多
忠
利
氏
五
選
（
九
月
）

町
議
会
議
員
選
挙
（
一
〇
月
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
一
，
一
六
九
人

五
六
年
（
一
九
八
一
）

喜
界
町
体
育
館
完
成
（
三
月
）

百
之
台
公
園
休
憩
所
完
成

地
下
ダ
ム
調
査
開
始

喜
界
町
斎
場
完
成
、
ウ
リ
ミ
バ
エ
不
妊
虫
放
飼
（
八
月
）

五
七
年
（
一
九
八
二
）

湾
港
旅
客
待
合
所
完
成
（
三
月
）

喜
界
〜
鹿
児
島
線
空
港
直
行
便
運
休

五
八
年
（
一
九
八
三
）

中
央
公
民
館
新
館
落
成
（
三
月
）

農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
調
査
開
始

赤
連
で
大
火
一
〇
棟
全
焼
（
八
月
）

喜
界
町
町
民
憲
章
制
定
（
九
月
）

奄
美
地
区
総
合
社
会
教
育
研
究
大
会
喜
界
町
で
開
催
（
一
一
月
）

喜
界
町
庭
球
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
完
成
（
一
一
月
）

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
株
）
の
ド
ル
ニ
エ
機

人
乗
り
喜
界
〜
奄
美

１９

年
表
（
昭
和
）

間
に
就
航
（
一
二
月
）

祖
国
復
帰
三
〇
周
年
記
念
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
生
中
継
（
一
二
月
）

五
九
年
（
一
九
八
四
）

長
島
公
佑
氏
図
書
館
寄
贈
（
三
月
）

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
五
カ
年
延
長
（
四
月
）

国
民
健
康
保
険
診
療
所
新
築
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
築

町
長
選
挙
野
村
良
二
氏
就
任
（
九
月
）

町
議
会
議
員
選
挙
（
一
〇
月
）

第
一
回
芸
術
祭
開
催

喜
界
高
校
演
劇
部
九
州
大
会
で
最
優
秀
賞
（
一
二
月
）

六
〇
年
（
一
九
八
五
）

喜
界
町
図
書
館
完
成
（
長
島
氏
寄
贈
）
（
三
月
）

社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

西
目
半
田
遺
跡
発
見
（
七
月
）

名
誉
町
民
に
繁
多
忠
利
氏
（
八
月
）

喜
界
高
校
演
劇
部
全
国
大
会
出
場

ウ
リ
ミ
バ
エ
根
絶
（
一
〇
月
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
一
〇
，
五
九
一
人

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
設
立
（
一
二
月
）

メ
ロ
ン
初
出
荷
（
一
二
月
）

六
一
年
（
一
九
八
六
）

エ
ジ
プ
ト
か
ら
き
び
収
穫
機
の
視
察
（
一
月
）

さ
と
う
き
び
大
豊
作
（
一
二
〇
，
〇
一
一
ｔ
）

阿
伝
小
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
誕
生
（
五
月
）

町
村
合
併
三
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
一
月
）

菱
刈
町
へ
交
流
団
派
遣

ウ
リ
ミ
バ
エ
根
絶
で
喜
界
産
メ
ロ
ン
を
本
土
に
初
出
荷

地
下
ダ
ム
開
発
ス
タ
ー
ト

六
二
年
（
一
九
八
七
）

喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
（
二
月
）

ハ
ン
ス
ー
交
流
実
行
委
員
会
発
足
（
三
月
）

か
ら
い
も
交
流
で
在
日
留
学
生
来
島
（
三
月
）

巌
部
隊
殉
難
供
養
塔
を
戦
友
が
建
立
（
五
月
）

フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
就
航
（
五
月
）

喜
界
町
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く
（
五
月
）

中
央
バ
ス
路
線
（
山
手
線
）
開
通
（
六
月
）

第
一
回
消
防
操
法
大
会
開
催
（
八
月
）

島
内
一
周
バ
ス
料
金
二
〇
〇
円
に
統
一
（
九
月
）

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
発
足
（
九
月
）

町
民
音
頭
制
定
（
一
〇
月
）

第
一
回
青
年
の
集
い
（
一
〇
月
）

き
び
価
格
初
の
値
下
げ
（
二
〇
，
九
一
〇
円
／
ｔ
）
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全
奄
美
六
調
大
会
で
喜
界
町
が
最
優
秀
賞
（
一
一
月
）

地
下
ダ
ム
試
験
施
工
着
手
（
一
一
月
）

役
場
、
電
算
処
理
ス
タ
ー
ト
（
一
二
月
）

六
三
年
（
一
九
八
八
）

地
球
人
宣
言

メ
キ
シ
コ
か
ら
マ
リ
ガ
ラ
ン
テ
号
来
航
（
七
月
）

第
四
二
回
県
民
体
育
大
会
第
二
九
回
大
島
地
区
大
会
（
八
月
）

弓
道
場
の
落
成
式

町
長
選
挙
野
村
良
二
氏
再
選
（
九
月
）

町
議
会
議
員
選
挙
（
一
〇
月
）

平
成

元
年
（
一
九
八
九
）

熱
帯
産
チ
ョ
ウ
「
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
」
保
護
条
例
制
定
（
三
月
）

フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
廃
止
（
三
月
）

Ｋ
Ｋ
Ｂ
（
鹿
児
島
放
送
）
受
信
開
始
（
三
月
）

大
島
地
区
消
防
組
合
発
足
、
喜
界
分
署
設
置
（
四
月
）

新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
」
（
二
，
八
〇
〇
ｔ
）
就
航
（
四
月
）

第
一
回
地
球
人
喜
界
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
八
月
）

’８９

喜
界
消
防
分
署
完
成
（
一
二
月
）

総
合
的
住
宅
施
策
で
コ
ー
ラ
ル
喜
界
団
地
建
設

二
年
（
一
九
九
〇
）

地
質
学
国
際
研
究
集
会
（
三
月
）

公
認
福
祉
作
業
所
は
ま
ゆ
り
学
園
開
所

第
四
回
大
島
地
区
婦
人
研
究
大
会
（
六
月
）

台
風
一
九
号
直
撃
、
災
害
救
助
法
が
適
用
（
九
月
）

農
業
研
修
事
業
ス
タ
ー
ト

高
橋
英
樹
（
喜
界
高
）
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
に
入
団

ハ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
（
一
一
月
）

’９０国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
九
，
六
四
一
人

三
年
（
一
九
九
一
）

「
振
替
納
税
の
町
、
租
税
完
納
の
町
」
宣
言
式
典

九
州
農
政
局
喜
界
地
区
調
査
事
務
所
開
設

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
が
設
立
（
七
月
）

公
認
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
認
定

果
樹
振
興
会
設
立

四
年
（
一
九
九
二
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始

地
下
ダ
ム
新
規
採
択

社
会
福
祉
法
人
緑
喜
会
は
ま
ゆ
り
学
園
設
立
認
可
発
足
（
四
月
）

東
家
国
土
庁
長
官
地
下
ダ
ム
視
察
（
五
月
）

繁
多
忠
利
氏
銅
像
完
成
（
六
月
）

ム
チ
ャ
加
那
公
園
完
成
（
七
月
）

村
田
兆
治
氏
「
野
球
教
室
」
で
来
島
（
九
月
）

年
表
（
昭
和
〜
平
成
）

町
長
選
挙
野
村
良
二
氏
無
投
票
で
再
選
（
九
月
）

町
議
会
議
員
選
挙
（
一
〇
月
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
（
一
一
月
）

第
一
回
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
か
れ
る
（
一
二
月
）

農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
農
業
水
利
事
業
所
開
設

喜
界
町
消
防
団
、
大
島
地
区
消
防
組
合
に
改
組

五
年
（
一
九
九
三
）

へ
き
地
保
育
所
廃
止
（
三
月
）

ホ
ー
プ
計
画
モ
デ
ル
団
地
「
コ
ー
ラ
ル
喜
界
」
完
成
（
五
〇
戸
）

今
給
黎
教
子
氏
来
島
、
「
海
連
」
を
公
開

喜
界
空
港
運
用
時
間
延
長
（
七
月
）

復
帰
四
〇
周
年
記
念
ヨ
ッ
ト
教
室
開
催
（
八
月
）

高
橋
英
樹
投
手
プ
ロ
初
勝
利
（
九
月
）

コ
ー
ラ
ル
喜
界
団
地
建
設
大
臣
表
彰
（
一
〇
月
）

第
四
七
回
県
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
開
催
（
一
〇
月
）

阿
伝
集
落
「
美
し
い
農
村
集
落
コ
ン
ク
ー
ル
」
金
賞
受
賞
（
一
一
月
）

六
年
（
一
九
九
四
）

地
下
ダ
ム
本
体
工
事
着
工
（
二
月
）

群
島
植
樹
祭
（
中
西
公
園
）

Ｋ
Ｋ
Ｂ
（
鹿
児
島
放
送
）
中
継
局
開
局
（
四
月
）

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
実
証
事
業
始
ま
る
（
四
月
）

国
営
農
業
水
利
事
業
（
地
下
ダ
ム
）
起
工
式
（
五
月
）

高
齢
者
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始
（
六
月
）

液
肥
・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
（
六
月
）

久
保
樹
乃
（
湾
出
身
）
プ
ロ
ゴ
ル
フ
テ
ス
ト
合
格
（
八
月
）

第
三
五
回
県
体
大
島
地
区
大
会
四
競
技
開
催
（
八
月
）

初
の
女
性
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
（
九
月
）

戦
没
者
慰
霊
の
碑
建
立
（
一
〇
月
）

第
二
〇
回
奄
美
群
島
農
業
祭
（
一
一
月
）

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
久
保
樹
乃
ミ
ズ
ノ
プ
ロ
優
勝
（
一
一
月
）

「
未
来
へ
は
ば
た
け
青
少
年
運
動
」
大
島
地
区
推
進
大
会
（
一
一
月
）

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
不
妊
虫
放
飼
の
開
始

七
年
（
一
九
九
五
）

喜
界
町
農
業
技
術
拠
点
施
設
完
成
（
二
月
）

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
助
産
部
門
閉
鎖
（
三
月
）

地
下
ダ
ム
二
期
事
業
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
）
ス
タ
ー
ト
（
三
月
）

鹿
児
島
直
行
便
サ
ー
ブ
機
就
航
（
四
月
）

土
屋
佳
照
県
知
事
来
島
（
四
月
）

鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙
（
四
月
）

喜
界
臨
海
公
園
開
園
式
（
喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
場
）
（
五
月
）

湾
小
学
校
一
二
〇
周
年
記
念
式
典
（
七
月
）

菱
刈
町
青
少
年
交
流
団
来
島
（
七
月
）
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第
一
七
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
七
月
）

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始
（
七
月
）

町
史
編
纂
ス
タ
ー
ト
（
七
月
）

ド
ル
ニ
エ
機
最
後
の
飛
行
（
一
二
年
間
）
（
九
月
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
九
，
二
六
八
人

奄
美
大
島
近
海
地
震
、
喜
界
島
で
震
度
５

（
一
〇
月
）

新
フ
ェ
リ
ー
喜
界
就
航
（
一
一
月
）

戦
後
五
〇
年
戦
没
者
追
悼
特
別
式
典
（
一
一
月
）

町
初
の
総
合
防
災
訓
練
―
喜
界
近
海
を
震
源
と
す
る
地
震
を
想
定

八
年
（
一
九
九
六
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
潮
観
園
落
成
（
二
月
）

坂
嶺
小
新
校
舎
落
成
（
三
月
）

岩
倉
市
郎
顕
彰
碑
除
幕
式
（
四
月
）

初
の
海
底
遺
跡
探
索
（
五
月
）

青
年
連
絡
協
議
会
発
足
（
六
月
）

喜
界
高
校
地
区
同
窓
会
発
足
（
六
月
）

地
下
ダ
ム
止
水
壁
用
ト
ン
ネ
ル
完
成
（
七
月
）

Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
鹿
児
島
読
売
テ
レ
ビ
）
受
信
開
始
（
八
月
）

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
久
保
樹
乃
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
杯
優
勝
（
九
月
）

町
村
合
併
四
〇
周
年
（
各
小
中
高
に
よ
る
百
之
台
記
念
植
樹
）

町
長
選
挙
野
村
良
二
氏
四
選

坂
嶺
小
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
〇
月
）

町
議
会
議
委
員
選
挙
（
一
〇
月
）

鹿
児
島
直
行
便
サ
ー
ブ
機
二
便
体
制
（
一
一
月
）

町
立
診
療
所
と
県
立
大
島
病
院
・
鹿
大
病
院
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
遠

隔
地
画
像
診
断
開
始

九
年
（
一
九
九
七
）

町
診
療
所
Ｃ
Ｔ
導
入
（
四
月
）

繁
多
忠
利
元
町
長
死
去
（
六
月
）

第
一
中
学
校
新
校
舎
落
成
式
（
七
月
）

故
繁
多
忠
利
氏
町
民
葬
（
八
月
）

台
風
一
九
号
被
害
総
額
一
億
八
千
万
円
（
九
月
）

あ
ま
み
大
島
森
林
組
合
設
立
・
郡
内
六
市
町
村
組
合
合
併
（
一
〇
月
）

第
一
中
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
〇
月
）

第
六
回
大
島
地
区
生
涯
学
習
大
会
（
一
一
月
）

第
二
中
五
〇
周
年
記
念
式
典
・
早
町
小
一
二
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
二

月
）

一
〇
年
（
一
九
九
八
）

田
中
一
村
記
念
第
一
回
奄
美
日
本
画
大
賞
展
（
一
月
）

初
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
発
足
―
城
久
（
二
月
）

第
五
二
回
県
民
体
育
大
会
・
第
三
九
回
大
島
地
区
体
育
大
会
（
七
月
）

有
村
治
峯
氏
白
寿
を
祝
う
会
（
七
月
）

年
表
（
平
成
）

全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
県
予
選
・
喜
高
ベ
ス
ト
８
（
７
月
）

喜
界
避
難
所
開
設
（
七
月
）

特
老
「
喜
界
園
」
移
転
・
落
成
式
（
一
〇
月
）

志
戸
桶
小
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
一
月
）

一
一
年
（
一
九
九
九
）

桃
太
郎
ト
マ
ト
、
初
の
ハ
サ
ミ
入
れ
式
（
一
月
）

第
一
回
喜
界
町
植
樹
祭
が
手
久
津
久
で
開
催
（
二
月
）

大
島
紬
織
工
養
成
所
が
一
時
閉
鎖
（
三
月
）

中
山
間
整
備
事
業
の
開
始
（
四
月
）

農
業
拠
点
施
設
が
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
と
改
称
（
四
月
）

全
国
喜
界
会
連
合
会
の
初
総
会
喜
界
で
開
催
（
七
月
）

湾
小
学
校
新
校
舎
が
完
成
（
八
月
）

透
明
ゴ
ミ
袋
使
用
完
全
実
施
（
一
〇
月
）

喜
界
町
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
喜
界
町
保
険
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
（
通

称
「
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
）
（
一
〇
月
）

国
営
地
下
ダ
ム
の
止
水
壁
完
成
（
一
〇
月
）

名
誉
町
民
に
長
島
公
佑
氏
（
一
一
月
）

喜
界
高
校
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
（
一
一
月
）

一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
実
践
研
究
開
始
（
四
月
）

喜
界
町
小
規
模
校
入
学
（
転
学
）
特
別
認
可
制
度
（
滝
川
小
・
阿
伝
小
）
二

校

（
四
月
）
）

民
俗
資
料
館
改
修
工
事
（
八
月
）

喜
界
町
誌
発
刊
（
八
月
）

町
長
・
町
議
同
時
選
挙

町
長
に
加
藤
啓
雄
氏
就
任
（
一
〇
月
）

前
泊
佑
香
さ
ん
が
青
年
の
主
張
全
国
大
会
に
九
州
代
表
で
出
場
し
、
鹿
児

島
県
か
ら
初
と
な
る
「
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
（
一
一
月
）

き
か
い
っ
子
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
旅
菱
刈
町
へ
（
一
二
月
）

一
三
年
（
二
〇
〇
一
）

早
町
支
所
改
築
落
成
（
三
月
）

喜
界
町
図
書
館
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
（
三
月
）

野
村
良
二
前
町
長
死
去
（
五
月
）

新
庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
五
月
二
十
一
日
）

荒
木
・
城
久
集
落
汚
水
処
理
施
設
通
水
式
（
五
月
）

第
四
次
喜
界
町
総
合
振
興
計
画
策
定
（
六
月
）

菱
刈
町
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ッ
ズ
、
交
流
事
業
に
て
来
島
（
七
月
）

全
国
喜
界
会
連
合
会
総
会
（
八
月
）

新
庁
舎
建
設
委
員
会
第
一
回
委
員
会
（
九
月
）

第
一
回
市
町
村
合
併
研
究
会
開
催
（
十
二
月
三
日
）

一
四
年
（
二
〇
〇
二
）

和
牛
改
良
組
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
・
狂
牛
病
）
の
風
評
被
害
に
総
決

起
大
会
開
く
（
三
月
）

郡
山
町
花
尾
神
社
宮
司
ら
四
人
、
手
久
津
久
花
尾
神
社
を
訪
問
（
三
月

十
日
）



- 9 -

東
部
浄
水
場
完
成
（
イ
オ
ン
交
換
膜
電
気
透
析
法
を
採
用
。
電
気
の
力
で

塩
分
等
を
除
去
。
総
事
業
費
十
四
億
円
）
。
通
水
式
典
行
わ
れ
る

（
三
月
二
十
五
日
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
総
会
開
催
（
三
月
二
十
二
日
）

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
ス
タ
ー
ト
。
霧
島
、
姶
良
、
鹿
児
島
の
三
店
が
大
使

館
に
（
四
月
）

民
謡
民
舞
九
州
大
会
で
牧
岡
奈
美
さ
ん
総
合
優
勝
。
全
国
大
会
へ
（
四
月

二
十
一
日
）

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
防
除
ネ
ッ
ト
を
無
料
配
布
。
在
来
み
か
ん
木
の
保
存
を
図
る

（
四
月
）

は
ま
ゆ
り
学
園
入
所
施
設
完
成
。
総
工
費
、
三
億
二
千
八
百
万
円
（
五
月

十
一
日
）

東
京
奄
美
会
、
喜
界
町
を
表
敬
訪
問
（
五
月
二
十
四
日
）

牧
岡
奈
美
さ
ん
第
二
十
三
回
奄
美
民
謡
大
賞
受
賞
。
十
代
で
の
受
賞
は

元
ち
と
せ
さ
ん
以
来
（
五
月
十
八
日
）

久
保
樹
乃
プ
ロ
、
ヴ
ァ
ー
ナ
ル
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
福
岡

県
甘
木
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
Ｇ
Ｃ
）
で
プ
レ
ー
オ
フ
を
制
し
、
六
年
ぶ
り
の
優
勝
を

飾
る
。
（
五
月
十
九
日
）

区
長
に
飲
酒
運
転
追
放
推
進
員
を
委
嘱
（
五
月
十
五
日
）

交
通
死
亡
事
故
撲
滅
宣
言
大
会
開
催
（
六
月
四
日
）

稲
嶺
惠
一
沖
縄
県
知
事
一
行
、
佐
手
久
の
米
須
里
之
子
の
墓
を
参
拝
（
七

月
六
日
）

花
良
治
ミ
カ
ン
は
貴
重
な
文
化
遺
産
。
鹿
児
島
大
学
山
本
雅
史
助
教
授

（
農
学
博
士
）
が
講
演
（
七
月
十
日
）

喜
界
三
世
、
宮
本
恒
靖
選
手
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
（
六
月
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
働
（
八
月
五
日
）

元
日
本
弁
護
士
会
長
・
東
京
奄
美
会
会
長
、
山
元
忠
義
氏
死
去
（
八
月
十

六
日
）

ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
入
場
者
十
万
人
達
成
（
八
月
二
十
二
日
）

森
岡
結
さ
ん
民
謡
民
舞
全
国
大
会
で
準
優
勝
（
八
月
二
十
五
日
）

台
風
二
十
五
号
喜
界
を
直
撃
。
被
害
総
額
二
億
五
千
万
円
。
（
八
月
二
十

九
日
）

滝
川
小
学
校
百
周
年
（
十
月
二
十
七
日
）

阿
伝
小
学
校
百
周
年
（
十
一
月
十
七
日
）

前
島
香
代
さ
ん
全
国
高
校
女
子
駅
伝
で
二
区
区
間
賞
獲
得
。
神
村
学
園

は
準
優
勝
（
十
二
月
二
十
二
日
）

一
五
年
（
二
〇
〇
三
）

川
島
健
勇
大
島
支
庁
長
（
荒
木
出
身
）
農
業
視
察
の
た
め
来
島
（
二
月
七

日
）

年
表
（
平
成
）

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
ま
と
ま
る
。
総
工
費
十
八
億
円
、
着
工
平
成
十

六
年
度
（
広
報
二
月
号
）

志
戸
桶
地
区
汚
水
処
理
施
設
通
水
式
。
総
工
費
十
一
億
三
千
三
百
六
十

万
円
。
回
分
式
活
性
泥
方
式
を
採
用
。
（
二
月
十
七
日
）

喜
界
町
図
書
館
貸
し
出
し
七
十
万
冊
達
成
。
（
二
月
十
九
日
）

喜
界
島
に
初
の
信
号
機
。
幼
稚
園
児
ら
が
点
灯
式
（
三
月
五
日
）

志
戸
桶
小
学
校
特
別
棟
落
成
式
。
（
三
月
十
四
日
）

中
高
一
貫
教
育
ス
タ
ー
ト
。
（
四
月
）

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
量
過
去
最
低
、
六
万
四
千
㌧
。

喜
界
町
消
防
団
、
消
防
長
官
表
彰
（
竿
頭
綬
）
受
け
る
（
三
月
）

百
之
台
林
道
の
炭
窯
で
火
入
れ
式
。
奄
美
大
島
森
林
組
合
喜
界
支
所
モ
ク

マ
オ
ウ
の
炭
生
産
始
め
る
。
（
五
月
二
十
二
日
）

本
町
で
第
四
十
七
回
奄
美
群
島
市
町
村
会
議
員
大
会
（
五
月
二
十
八
日
）

合
併
に
つ
い
て
集
落
説
明
会
開
く
（
五
月
十
日
〜
十
八
日
）

島
袋
洋
平
（
喜
界
高
校
・
１
０
０
㍍
）
、
徳
孝
則
（
大
島
高
校
・
砲
丸
投
げ
）
、

高
校
総
体
出
場
（
長
崎
県
）

山
田
中
西
遺
跡
で
多
数
の
陶
磁
器
出
土

第
３
回
全
国
喜
界
会
連
合
会
総
会
（
八
月
二
日
）

第
一
回
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
開
催
。
会
長
に
喜
久
秀
人
氏
、
副
会

長
に
叶
安
彦
氏
（
七
月
十
一
日
）

第
四
十
四
回
大
島
地
区
大
会
、
地
元
開
催
の
弓
道
競
技
五
年
ぶ
り
の
優

勝
（
七
月
十
二
、
十
三
日
）

天
女
の
羽
衣
町
に
寄
贈
さ
れ
る
（
九
月
一
日
）

ゴ
マ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
本
格
生
産
始
ま
る

奄
美
群
島
日
本
復
帰
五
十
周
年
記
念
第
五
十
七
回
県
民
体
育
大
会
、
弓

道
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
本
町
で
開
催
。
（
し
お
の
と
県
体
）(

十
一
月

一
、
二
日)

地
下
ダ
ム
完
工
式
・
記
念
碑
除
幕
式
（
十
一
月
七
日
）

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
大
朝
戸
で
初
確
認
。
伐
採
、
消
毒
を
行
う
（
十

二
月
二
十
七
日
）

一
六
（
二
〇
〇
四
）

翁
長
雄
志
那
覇
市
長
、
佐
手
久
の
米
須
里
之
子
の
墓
を

年
ぶ
り
に
訪
問

11

（
一
月
二
十
五
日
）

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
、
最
終
提
言
書
を
提
出
（
一
月
二
十
三
日
）

第

回
奄
美
群
島
地
区
植
樹
祭
本
町
で
開
催
（
二
月
五
日
）

48
町
議
会
全
会
一
致
で
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可

決
。
議
員
定
数

人
に
（
三
月
二
十
五
日
）

14

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
対
策
及
び
在
来
柑
橘
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を

制
定
（
三
月
二
十
五
日
）

川
嶺
地
区
簡
易
水
道
浄
水
場
通
水
式
典
行
わ
れ
る
（
四
月
三
十
日
）
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第
一
回
し
ま
興
し
祭
り
開
催
（
六
月
十
二
日
）

第
一
回
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
策
定
委
員
会
開
催
（
九
月
二
日
）

台
風
十
六
号
直
撃
。
最
大
瞬
間
風
速

・
９
㍍

43

加
藤
啓
雄
氏
、
無
投
票
で
再
選
。
（
二
期
目
）

新
議
員

人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る
（
九
月
二
十
六
日
）

14

台
風

号
高
波
被
害
相
次
ぐ
。
嘉
鈍
〜
遊
歩
道
ま
で
被
害
大
（
十
月
十

23

九
、
二
十
日
）

新
庁
舎
建
設
へ
。
現
地
で
安
全
祈
願
祭
（
十
一
月
二
十
八
日
）

一
七
（
二
〇
〇
五
）

元
ハ
ン
セ
ン
病
国
賠
償
訴
訟
全
国
原
告
団
協
議
会
事
務
局
長
の
森
元
美
代

治
・
美
恵
子
さ
ん
夫
妻
、
喜
界
島
で
講
演
（
三
月
十
日
）

公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始
（
三
月
）

喜
界
島
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
・
中
世
の
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
」
開
催
（
三
月
五

日
）

喜
界
町
教
育
長
に
晴
永
清
道
氏
（
四
月
一
日
）

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
喜
界
・
鹿
児
島
就
航
十
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
（
四

月
一
日
）

上
嘉
鉄
駐
在
所
完
成
落
成
式
（
四
月
二
十
五
日
）

喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
オ
ー
プ
ン
十
周
年
（
五
月
二
十
九
日
）

第

回
大
島
地
区
体
育
大
会
・
陸
上
男
女
ア
ベ
ッ
ク
総
合
優
勝
（
七
月
九
、

46
十
日
）

農
業
委
員
会
委
員
、
無
投
票
で
決
ま
る
（
七
月
五
日
）

山
田
半
田
Ｂ
遺
跡
か
ら
太
宰
府
系
の
土
師
器
出
土
（
広
報
七
月
号
）

島
ミ
カ
ン
、
花
良
治
ミ
カ
ン
に
多
量
の
ガ
ン
抑
制
成
分
（
広
報
七
月
号
）

樟
南
高
校
、
佐
田
晃
久
・
納
沢
佑
介
甲
子
園
出
場
へ

公
共
下
水
道
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式
（
七
月
二
十
日
）

台
風

号
、
佐
手
久
、
志
戸
桶
、
嘉
鈍
、
阿
伝
集
落
に
大
き
な
被
害
も
た

14

ら
す
。
高
潮
の
被
害
大
（
広
報
九
月
号
・
九
月
四
〜
六
日
）

第
一
中
学
校
駅
伝
部
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。
県
大
会
へ
（
十
月
十
四
日
）

生
和
糖
業
三
年
ぶ
り
の
年
内
操
業
（
十
二
月
二
十
一
日
）

ご
み
処
理
対
策
検
討
委
員
会
が
初
会
合
（
十
二
月
二
十
二
日
）

一
八
（
二
〇
〇
六
）

新
庁
舎
開
庁
式
（
二
月
二
日
）

新
庁
舎
業
務
・
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
ス
タ
ー
ト
（
二
月
六
日
）

旧
庁
舎
閉
庁
式
（
二
月
六
日
）

吉
野
建
（
川
嶺
出
身
＝
フ
ラ
ン
ス
料
理
シ
ェ
フ
）
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
で｢

一
つ
星｣

を

獲
得

太
宰
府
市
議
団
（
小
栁
道
枝
団
長
＝
喜
界
出
身
）
が
城
久
遺
跡
群
視
察

（
二
月
二
十
三
日
）

初
の
子
ど
も
議
会
開
催
（
三
月
十
二
日
）

町
指
定
民
俗
文
化
財｢

ギ
ィ
フ
ァ
ー｣

な
ど
ノ
ロ
関
係
資
料
五
点
が
初
め
て

年
表
（
平
成
）

県
指
定
文
化
財
に
登
録
（
四
月
二
十
一
日
）

生
和
糖
業
原
料
生
産
量
（
六
万
三
千
百
二
㌧
）
過
去
最
低
（
四
十
七
期
）

新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
（
二
、
九
四
二
㌧
）
」
初
入
港

旧｢

フ
ェ
リ
ー
あ
ま
み
（
二
、
八
〇
〇
㌧｣

最
終
航
海
（
ギ
リ
シ
ャ
へ
売
却
）

（
四
月
二
日
）

町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
と
新
庁
舎
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
落
成

を
祝
う
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催
（
五
月
二
日
）

｢

地
球
人
宣
言｣)

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
（
五
月
一
日
）

奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会
委
員｢

島
内
視
察
・
意
見
交
換
会｣

（
五
月
）

喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会
議
初
開
催
（
五
月
九
日
）

町
村
合
併
五
十
周
年
記
念｢

第
三
回
し
ま
興
し
祭
り｣

開
催

(

六
月
二
十
四
日)

第
一
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部｢

奄
美
大
島
中
学
校
総
合
体
育
大
会｣

優
勝

（
広
報
七
月
号
）

第
二
中
学
校
陸
上
同
好
会
重
野
修
平
君｢

奄
美
大
島
中
学
校
総
合
体
育

大
会
四
百
㍍｣

優
勝
（
広
報
七
月
号
）

｢

五
月
和
牛
セ
リ
市｣

で
二
年
連
続
四
億
円
突
破
（
広
報
七
月
号
）

喜
界
町
新
庁
舎
に
高
額
の
寄
付
に
際
し
、
森
岡
齋
四
郎
（
沖
縄
在
住
＝
坂

嶺
出
身
）｢

紺
綬
褒
賞｣

受
賞

町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
第
二
五
回
喜
界
町
夏
祭
り
開
催

｢

メ
イ
ン
会
場
＝
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ｣(

七
月
二
十
九
・
三
十
日
）

二
十
五
年
ぶ
り
干
ば
つ
対
策
本
部
設
置
（
七
月
二
十
八
日
）

喜
界
高
校
野
球
部｢

大
島
地
区
大
会｣

優
勝
（
広
報
九
月
号
）

喜
界
高
校
西
野
孝
仁
君｢

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
重
量
挙
げ
）
三
位
入
賞｣

(

八
月
一
日)

第
一
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部｢

県
中
学
校
総
体
サ
ッ
カ
ー
競
技
三
位
入
賞｣

(

七
月
二
十
日
〜
五
日
間)

あ
ま
み
農
業
協
同
組
合
喜
界
支
所
起
工
式
（
八
月
二
十
八
日
）

指
定
金
融
機
関
制
度
が
ス
タ
ー
ト
（
九
月
一
日
）

町
村
合
併
５
０
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
九
月
十
日
）

ゴ
ミ
指
定
袋
導
入
（
十
月
）

第
一
中
学
校
男
子
駅
伝
部
「
奄
美
大
島
中
学
校
総
体
駅
伝
競
走
大
会
」
で

三
年
連
続
八
回
目
の
優
勝
、
県
大
会
へ
（
十
月
十
三
日
）

第
二
中
学
校
「
漢
字
検
定
」
で
生
徒
全
員
（
二
十
人
）
合
格

（
広
報
十
一
月
号
）

町
内
小
学
生
選
抜
チ
ー
ム
が
「
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
に

初
参
加
で
優
勝
、
全
国
大
会
へ
（
十
一
月
四
日
）

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
完
成
（
十
二
月
十
四
日
）
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一
九
（
二
〇
〇
七
）

「
城
久
遺
跡
群
」
を
め
ぐ
っ
て
奄
美
大
島
、
喜
界
島
に
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
（
二
月
十
・
十
一
日
）

喜
界
高
校
・
鈴
木
絢
子
さ
ん
「
鹿
児
島
県
高
校
美
術
展
」
で
「
高
文
連
賞
」

を
受
賞
、
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
出
場
へ
（
広
報
三
月
号
）

生
和
糖
業
原
料
生
産
量
（
七
万
三
千
七
百
三
十
二
㌧
）
三
年
ぶ
り
に
七
万

㌧
を
突
破
（
平
成
十
八
／
十
九
年
期
）

喜
界
高
校
・
梶
原
圭
君
「
日
商
簿
記
」
二
級
合
格
（
広
報
五
月
号
）

早
町
中
学
校
・
藤
原
龍
弥
君
が
北
大
島
地
区
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
九
州
大

会
に
出
場
（
七
月
八
日
）

第
一
中
学
校
陸
上
部
、
同
テ
ニ
ス
部
、
早
町
中
学
校
野
球
部
が
県
大
会
出

場
（
七
月
二
十
四
日
）

第
一
中
学
校
野
球
部
「
第
十
五
回
県
下
中
学
校
秋
期
選
抜
野
球
大
会
優

勝
」

県
大
会
出
場
へ
（
十
月
七
日
）

上
嘉
鉄
小
学
校
百
三
十
周
年
（
十
一
月
七
日
）

全
国
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
７
開
催
（
十
一
月
十
三
日
）

第
四
十
九
回
日
本
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅
伝
競
走
に
お
い
て
、
喜
界
女

子
Ａ
が
優
勝
（
十
二
月
九
日
）

戸
籍
統
合
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト
（
十
二
月
十
七
日
）

川
畑
さ
お
り
さ
ん
が
「
２
０
０
７
年
度
民
謡
民
舞
奄
美
連
合
大
会
『
協
会

賞
』
受
賞
」
（
十
二
月
）

第
一
中
学
校
体
育
館
落
成
式
（
三
月
四
日
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス
タ
ー
ト
（
四
月
一
日
）

絶
滅
し
た
と
さ
れ
る
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
を
国
立
科
学
博
物
館
が
確
認

（
五
月
二
十
一
日
）

二
〇
（
二
〇
〇
八
）

川
畑
さ
お
り
さ
ん
が
民
謡
王
座
に
輝
く
（
七
月
六
日
）

女
子
相
撲
九
州
大
会
に
お
い
て
榮
舞
さ
ん
三
位

全
国
大
会
へ
（
八
月

三
十
日
）

奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
・
喜
界
島
大
会
開
催
（
九
月
六
・
七
日
）

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
（
九
月
）

加
藤
啓
雄
氏
、
無
投
票
で
再
選
（
三
期
目
）

第
一
中
学
校
駅
伝
部
が
奄
美
大
島
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
技
で

五
連
覇
達
成
（
十
月
十
七
日
）

川
畑
さ
お
り
さ
ん
が
民
謡
民
舞
全
国
大
会
に
お
い
て
総
理
大
臣
奨
励
賞

受
賞
（
十
月
十
九
日
）

中
間
出
身
の
喜
園
伸
一
さ
ん
が
「
第
三
十
五
回
『
日
本
賞
』
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
（
十
月
二
十
八
日
）

榮
舞
さ
ん
が
全
日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大
会
で
四
位
入
賞
（
十
一
月

九
日
）

関
西
奄
美
民
謡
芸
能
保
存
会
初
の
喜
界
公
演
（
十
二
月
七
日
）

年
表
（
平
成
）

二
一
（
二
〇
〇
九
）

喜
界
島
酒
造
の
『
喜
界
島
』
が
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
金
賞
受

賞九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
に
お
い
て
、
豊
島
代
子
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
全
国
大
会
へ
（
七
月
七
日
）

第
六
十
三
回
県
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
男
子
）
、
相
撲
（
一
般
一
部
）
が
優
勝
（
七
月
十
一
〜
十
二
日
）

国
内
四
十
六
年
ぶ
り
の
皆
既
日
食
が
喜
界
町
だ
け
で
観
測
（
七
月
二
十
二

日
）

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
主
張
発
表
で
豊
島
代
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞

（
岩
手
県
盛
岡
市

九
月
十
七
日
）

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
入

（
十
月
六
日
）

城
久
遺
跡
群
、
大
ウ
フ
遺
跡
か
ら
中
国
北
宋
時
代
の
小
銭
六
枚
出
土

（
広
報
十
月
号
）

プ
ロ
野
球
新
人
選
抜
会
議
（
ド
ラ
フ
ト
会
議
）
で
第
一
工
大
の
美
沢
将
さ
ん

（
喜
界
高
校
卒
）
埼
玉
西
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
二
位
指
名
（
広
報
十
一
月

号
）
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
入
団

喜
界
高
校
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
（
十
一
月
七
日
）
）

二
二
（
二
〇
一
〇
）

四
月
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
発
生
。
こ
れ
を
受
け
て
五
月
二
十
五
日
鹿
児
島

県
の
エ
ー
ス
級
種
雄
牛
を
含
む
六
頭
が
喜
界
島
に
移
動
。

東
京
奄
美
会
一
行
二
十
四
人
が
喜
界
町
を
郷
土
訪
問
（
六
月
七
日
）

中
里
戦
闘
指
揮
所
跡
を
周
辺
整
備
（
平
成
十
四
年
町
記
念
物
史
跡
指
定
）

（
広
報
七
月
号
）

二
〇
一
〇
大
島
地
区
大
会
（
群
体
）
軟
式
野
球
大
会
二
十
五
年
ぶ
り
優
勝

（
七
月
二
十
四
〜
二
十
五
日
）

第
六
十
四
回
鹿
児
島
県
民
体
育
大
会
（
県
体
）
軟
式
野
球
初
優
勝
（
九
月

十
八
日
〜
十
九
日
）

国
立
国
語
研
調
査
団
来
島
（
九
月
十
日
〜
十
五
日
）

安
達
征
一
郎
文
学
碑
建
立
（
十
一
月
二
十
八
日
除
幕
式
）

国
勢
調
査
喜
界
町
人
口
八
、
一
六
九
人

二
三
（
二
〇
一
一
）

鹿
児
島
大
学
保
健
学
科
の
学
生
ら
喜
界
島
を
訪
問
「
離
島
地
域
看
護
学

学
習

」
（
五
月
十
一
日
〜
十
四
日
）

新
設
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の
名
称
を
定
め
る
議
案
が
可
決
（
六
月
十
七
日
）

公
明
党
、
山
口
代
表
が
来
島
（
七
月
十
六
日
）

喜
界
町
と
伊
佐
市
の
児
童
が
交
流
学
習
（
七
月
十
六
日
〜
十
七
）

喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
Ｂ
パ
ー
ト
（
小
編
成
部
門

）
で
金
賞
受
賞
、
県
代
表
に
選
出
（
七
月
二
十
六
日
）

高
校
生
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
全
国
大
会
「
第
一
回
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
」
で

喜
界
高
校
フ
ラ
三
人
娘
が
最
優
秀
賞
受
賞
（
九
月
四
日
）
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第
十
五
回
大
島
地
区
肉
用
牛
振
興
大
会
喜
界
町
で
開
催
（
十
月
十
八
〜

十
九
日
）


